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は
じ
め
に

　

明
治
六
（
一
八
七
三
）
年
四
月
三
十
日
、
外
務
卿
副
島
種
臣
（
一
九
二
八
～
一
九
〇
五
）
と
清
国
直
隷
総
督
李
鴻
章
（
一
八
二
三
～
一

九
〇
一
）
と
の
間
で
日
清
修
好
条
規
の
批
准
書
が
交
換
さ
れ
、
そ
の
直
後
の
五
月
二
十
四
日
に
は
上
海
日
本
総
領
事
館
も
開
設
さ
れ
て（

１
）、

日
本
と
清
国
と
の
正
式
な
国
交
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

副
島
は
、
続
い
て
韓
国
と
の
外
交
に
取
り
組
も
う
と
意
気
込
ん
で
い
た
が
、
い
わ
ゆ
る
明
治
六
年
政
変
で
政
界
の
第
一
線
を
退
か
ざ
る

を
得
ず
、
東
京
で
悶
々
と
し
た
日
々
を
送
っ
て
い
た
。
そ
の
後
、
明
治
九
（
一
八
七
六
）
年
に
な
っ
て
よ
う
や
く
御
用
滞
在
を
解
か
れ
た

副
島
は
、
同
年
十
月
か
ら
明
治
十
一
（
一
八
七
八
）
年
一
月
ま
で
、
今
度
は
全
く
私
的
に
中
国
江
南
地
方
を
漫
遊
し（

２
）、
多
く
の
文
人
た
ち

と
交
わ
っ
て
、
滞
在
中
に
約
百
首
の
漢
詩
を
詠
ん
で
、『
詩
草
』
と
題
す
る
冊
子
に
纏
め
た（

３
）（【
図
１
】）。

　

清
国
漫
遊
か
ら
戻
っ
た
副
島
は
、
駐
日
公
使
の
何
如
璋
及
び
明
治
十
二
（
一
八
七
九
）
年
に
東
京
に
来
た
銭
子
琴
に
『
詩
草
』
の
評
閲

を
求
め
た
。
何
如
璋
と
銭
子
琴
は
副
島
の
『
詩
草
』
全
篇
に
丁
寧
な
評
閲
を
加
え
て
い
る
け
れ
ど
も
、
両
者
の
う
ち
、
何
如
璋
は
よ
く
知

ら
れ
た
人
物
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
銭
子
琴
の
方
は
、
殆
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。
副
島
は
銭
子
琴
を
「
磊
落
襟
懐
」
と
評
し
、
ま
た
銭

子
琴
が
死
去
し
た
こ
と
を
知
っ
て
「
銭
君
遺
業
足
長
吁
」
と
悼
ん
で
い
る
よ
う
に（

４
）、
副
島
に
深
い
印
象
を
残
し
た
人
物
で
あ
る
。
銭
子
琴

の
遺
業
と
は
一
体
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

銭
子
琴
に
つ
い
て
は
、
従
来
、
東
亜
同
文
会
編
『
対
支
回
顧
録
』
が
、
佐
賀
藩
出
身
者
「
城
嶋
謙
蔵
」
の
項（

５
）で
「
明
治
四
年
上
海
在
留

中
に
、
長
崎
駐
在
の
清
国
領
事
銭
子
琴
が
贈
つ
た
詩
、
及
び
其
の
頃
上
海
に
居
た
安
田
安
養
の
君
に
贈
つ
た
画
と
が
あ
る
」
と
書
き
、
銭

子
琴
の
詩
二
首
を
載
せ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
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銭
子
琴
の
詩

間
遊
浙
水
独
登
楼　
　

こ
の
ご
ろ
浙
水
に
遊
び　

独
り
楼
に
登
る

名
利
而
今
付
釣
舟　
　

名
利
は
而
今　

釣
り
舟
に
付
す

三
尺
龍
泉
七
尺
絹　
　

三
尺
の
龍
泉　

七
尺
の
絹

江
山
風
月
我
全
収　
　

江
山
風
月　

我
全
て
収
む

　

其
二

飽
飯
完
時
一
覚
眠　
　

飽
飯
し
完
る
時　

一
に
眠
を
覚
ゑ

論
詩
品
画
自
陶
然　
　

詩
を
論
じ
画
を
品
す
れ
ば　

自
ず
か
ら
陶
然
た
り

有
時
写
幅
丹
青
売　
　

時
有
れ
ば
幅
を
写
し　

丹
青
を
売
る

不
受
人
間
作
孽
銭　
　

受
け
ず　

人
間　

孽
を
作
す
銭

　

こ
の
記
述
は
、
銭
子
琴
が
長
崎
に
滞
在
し
た
こ
と
を
示
す
貴
重
な
情
報
で
あ
る

が
、
し
か
し
、
銭
子
琴
が
明
治
四
年
に
長
崎
駐
在
の
「
清
国
領
事
」
で
あ
っ
た
と

い
う
の
は
、
明
ら
か
に
誤
り
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
、
清
国
領
事
館
が
長
崎
に
開

設
さ
れ
る
の
は
、
明
治
十
一
年
の
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。
易
惠
莉
「
中
日
知
識
界

交
流
実
録
―
―
岡
千
仞
与
上
海
書
院
士
子
的
筆
話（

６
）」
も
『
対
支
回
顧
録
』
の
記
述

を
疑
っ
て
、
蘇
州
に
あ
っ
た
貨
幣
鋳
造
所
「
宝
蘇
局
」
が
銭
子
琴
を
長
崎
に
駐
在

さ
せ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
が
、
そ
の
証
拠
は
ど
こ
に
も
な
い
。

　

そ
こ
で
銭
子
琴
に
関
す
る
先
行
研
究
や
史
料
を
あ
れ
こ
れ
探
し
て
見
る
と
、

【図 １】　副島種臣『詩草』右は表紙、左は巻末。
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①
金
沢
市
教
育
委
員
会
文
化
財
課
『
金
沢
・
常
福
寺
歴
史
資
料
図
録
』（
金
沢
市
文
化
財
紀
要
一
一
七
、
二
〇
〇
一
年
三
月
）

②�

東
浦
町
教
育
委
員
会
『
郷
土
の
書
家
・
画
家　

中
川
南
巌　

中
川
梅
渓
』（
東
浦
町
郷
土
資
料
館
調
査
報
告
第
二
集
、
二
〇
〇
一

年
三
月
）

③�
梁
永
宣
・
真
柳
誠
「
岡
田
篁
所
と
清
末
の
日
中
医
学
交
流
史
料
」（『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
五
一
巻
一
号
、
二
五
～
四
九
頁
、
二
〇

〇
五
年
）

④
王
宝
平
『
清
代
中
日
学
術
交
流
の
研
究
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
五
年
二
月
）

⑤�

王
宝
平
「
明
治
前
期
に
来
日
し
た
中
国
の
文
人
た
ち
」（『
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
研
究
叢
刊
』
三
二
「
東
ア
ジ
ア
の
文
人
世

界
と
野
呂
介
石
」、
二
〇
〇
九
年
三
月
）

⑥�

陳
捷
「
十
九
世
紀
八
十
年
代
中
国
書
画
家
的
日
本
游
歴
」（
関
西
大
学
文
化
交
渉
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
、（
中
国
）
出
版
博
物
館

編
『
印
刷
出
版
与
知
識
環
流
―
十
六
世
紀
以
後
的
東
亜
』
上
海
人
民
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
一
〇
月
）

⑦�

川
邉
雄
大
「
東
本
願
寺
上
海
別
院
的
出
版
活
動
」（
中
華
書
局
等
編
『
中
華
書
局
与
中
国
近
現
代
文
化
』
復
旦
大
学
歴
史
系
、
出

版
博
物
館
、
二
〇
一
三
年
一
〇
月
）

⑧�

蔡
毅
「
頼
山
陽
『
日
本
外
史
』
の
中
国
へ
の
流
布
」（『
日
本
漢
文
学
研
究
』
一
二
号
、
二
松
学
舎
大
学
二
一
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ

ラ
ム
「
日
本
漢
文
学
研
究
の
世
界
的
拠
点
の
構
築
」、
二
〇
一
七
年
三
月
）

等
々
に
銭
子
琴
の
名
が
引
か
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
新
た
な
事
実
も
幾
つ
か
判
明
し
た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
銭
子
琴
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で

知
り
得
た
事
柄
を
書
き
記
し
、
今
後
の
研
究
の
足
掛
か
り
と
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

な
お
銭
子
琴
の
子
琴
は
字
で
、
名
は
懌
で
あ
る
。
各
種
史
料
に
は
「
子
琴
銭
懌
」
と
署
名
を
し
て
お
り
、「
銭
懌
」
と
の
み
書
か
れ
て

い
る
場
合
も
あ
る
が
、
一
般
に
「
銭
子
琴
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
多
い
よ
う
な
の
で
、
本
稿
で
も
「
銭
子
琴
」
の
呼
称
で
統
一
を
取
る
こ
と
に
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し
た
。
ま
た
本
稿
は
銭
子
琴
の
人
と
な
り
及
び
動
向
を
追
求
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
た
め
、
各
種
漢
詩
集
に
載
せ
ら
れ
た
銭
子
琴

の
題
、
序
文
、
跋
文
等
は
多
く
こ
れ
を
割
愛
し
た
。

一　

銭
子
琴
の
家
庭
環
境

　

銭
子
琴
自
ら
記
す
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
彼
の
故
郷
は
江
蘇
省
東
南
部
梁
溪
（
無
錫
）
の
金
匱
で
、
省
城
か
ら
百
里
の
所
で
あ
っ
た（

７
）。

梁

溪
（
無
錫
）
は
、
呉
越
国
（
九
〇
七
～
九
七
八
年
）
を
建
て
た
銭
鏐
を
祖
と
す
る
家
柄
が
多
く
、
銭
子
琴
も
ま
た
し
ば
し
ば
「
呉
越
王

孫
」
の
印
を
用
い
て
い
る
（【
図
２
】）。

　

そ
こ
で
『
無
錫
銭
氏
宗
譜
（
庚
寅
本（

８
））』
な
る
書
の
第
四
巻
を
繙
い
て
み
る
と
、
そ
こ
に
「
鼎
三
支
昌
九
派
」
と
い
う
一
派
の
族
譜
が

載
っ
て
お
り
、
果
た
し
て

【図 ２】　銭子琴の「呉越王孫」印

三
十
三
世
、
懌
（
字
子
勤
、
五
品
銜
試
用
直
隷
州
同
知
、
癸
酉
歳
纂
修
宗
譜
、
克
竟
先

志
、
道
光
甲
午
十
二
月
初
八
日
生
、
光
緒
癸
未
三
月
十
七
日
卒
、
配
國
学
生
倪
泰
女
、

道
光
丙
申
三
月
初
五
日
生
、
同
治
己
巳
六
月
初
十
日
卒
、
合
塟
堠
山
石
臺
子
墳
、
継
朱

氏
、
道
光
己
酉
七
月
十
四
日
生
、
光
緒
丁
亥
七
月
初
十
日
卒
、
子
一
、
滬
生
、
朱
出
、

早
世
、
以
弟
愷
次
子
炳
魁
嗣
）

な
る
記
述
が
見
つ
か
っ
た
（「
子
勤
」
と
「
子
琴
」
は
同
音
で
あ
り
、
子
孫
が
誤
っ
て
記
し

た
も
の
と
思
わ
れ
る
）。
こ
れ
に
よ
れ
ば
銭
子
琴
は
呉
越
国
初
代
国
王
銭
鏐
か
ら
数
え
て
三

十
三
世
の
孫
で
あ
り
、
道
光
十
四
（
一
八
三
四
）
年
十
二
月
八
日
に
生
ま
れ
、
五
品
の
位
を
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得
て
直
隷
州
同
知
に
な
っ
た
と
い
う
。
江
蘇
省
に
は
通
州
・
太
倉
・
海
州
の
三
つ
の
直
隷
州
が
あ
り
、
そ
の
い
ず
れ
か
に
配
置
さ
れ
た
と

思
わ
れ
る
。

　

た
だ
し
銭
子
琴
が
任
官
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
三
十
歳
前
後
は
、
太
平
天
国
（
一
八
五
一
～
一
八
六
四
）
の
軍
が
江
蘇
省
一
帯
を
支
配

し
、
清
朝
軍
と
の
戦
闘
も
絶
え
な
か
っ
た
時
代
で
あ
っ
て
、
無
錫
も
壊
滅
状
態
と
な
っ
た
。
一
八
六
五
年
一
月
頃
に
蘇
州
・
無
錫
の
様
子

を
見
た
外
国
人
は
、

無
錫
へ
行
く
路
上
は
至
る
と
こ
ろ
雑
草
が
は
び
こ
り
、
荊
が
生
い
茂
っ
て
い
る
（
中
略
）
沿
道
に
は
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
白
骨
と

腐
敗
し
た
死
体
が
転
が
り
、
見
た
だ
け
で
恐
ろ
し
く
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
こ
に
は
物
を
売
り
買
い
す
る
船
は
な
く
、
商
業
も
跡
を
絶

ち
、
無
錫
は
す
で
に
廃
墟
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

と
記
し
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る（

９
）。
従
っ
て
、
銭
子
琴
は
そ
の
難
を
逃
れ
る
た
め
、
同
治
（
一
八
六
二
～
一
八
七
四
）
初
年
、
五
た
び
長
崎
に

行
っ
て
文
人
墨
客
と
交
わ
っ
た
。
中
で
も
漢
方
医
で
文
人
で
も
あ
る
岡
田
篁
所
（
一
八
二
一
～
一
九
〇
三
）
と
は
親
し
く
、
岡
田
も
「
乍

浦
人
の
王
克
三
と
徐
雨
亭
（
二
人
は
書
画
を
善
く
す
る
）、
そ
し
て
学
士
で
あ
る
周
彬
如
の
三
人
が
戦
乱
を
避
け
て
長
崎
に
来
て
、
五
六

【図 ３】　�銭子琴と友人たちの寄書

年
流
寓
、
そ
れ
ぞ
れ
潤
筆
料
一
千
元
を
得
て
帰
国
し
た
。
そ
の

他
に
銭
子
琴
や
蒋
子
賓
も
私
と
親
し
く
交
わ
っ
た
」
と
述
べ
て

い
る（

（1
（

。
銭
子
琴
が
二
十
才
で
あ
っ
た
咸
豊
七
（
一
八
五
七
）
年
、

蒋
子
賓
や
馮
鏡
如
ら
七
名
と
寄
せ
書
き
し
た
書
幅
が
中
国
の
古

書
サ
イ
ト
で
あ
る
「
孔
夫
子
旧
書
網
」
で
売
り
に
出
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
あ
る
か
ら
、
銭
子
琴
と
蒋
子
賓
の
二
人
は
旧
知
の
間

柄
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
（【
図
３
】）。
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さ
て
、
銭
子
琴
が
上
海
虹
橋
頭
の
張
宗
衙
内
に
仮
寓
し
て
い
た
明
治
五
（
一
八
七
二
）
年
三
月
二
十
九
日
、
長
崎
か
ら
岡
田
篁
所
が
訪

ね
て
き
た
が
、
そ
の
時
に
銭
子
琴
は
「
別
後
四
載
」
と
言
っ
て
い
る
の
で（

（1
（

、
明
治
初
年
に
は
帰
国
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。『
無
錫
銭
氏

宗
譜
』
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
銭
子
琴
の
最
初
の
妻
は
同
治
己
巳
（
一
八
六
九
）
年
六
月
十
日
に
亡
く
な
っ
て
い
る
か
ら
、
そ
の
前
後
に
上

海
に
戻
っ
た
に
相
違
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
銭
子
琴
は
い
っ
た
い
何
に
よ
っ
て
生
計
を
立
て
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
無
錫
在
住
の
父
親
が
そ
れ
な
り
の
資
産
家
で
、

生
活
に
は
困
ら
な
か
っ
た
と
も
推
測
さ
れ
る
が
、
後
年
、
上
海
東
本
願
寺
別
院
の
僧
侶
岡
崎
正
純
が
『
支
那
在
勤
雑
志
』
明
治
十
一
（
一

八
七
八
）
年
二
月
十
一
日
（
陰
暦
一
月
十
日
）
条
で
、

二
三
日
前
か
ら
生
徒
の
本
多
澄
雲
と
本
間
実
が
風
邪
で
床
に
臥
し
、
病
勢
は
危
殆
に
及
ぶ
と
い
う
。
そ
こ
で
薄
暮
急
速
に
銭
子
琴
先

生
を
呼
ん
で
き
て
、
診
察
を
し
て
も
ら
っ
た
。

と
書
い
て
い
る
の
で
、
銭
子
琴
は
医
者
で
あ
っ
た
ら
し
い（

（1
（

。

　

清
代
無
錫
の
銭
氏
に
つ
い
て
研
究
し
た
蒋
明
宏
「
清
代
無
錫
銭
氏
家
族
教
育
及
其
転
型
述
論
―
以
堠
山
派
城
中
支
、
湖
頭
派
七
房
橋
支

為
例（

（1
（

」
に
よ
れ
ば
、
無
錫
で
は
堠
山
銭
氏
と
湖
頭
銭
氏
が
二
大
銭
氏
で
、
彼
ら
は
、
大
体
は
、
基
本
的
な
儒
教
の
教
養
を
身
に
着
け
た
後
、

家
庭
教
師
を
し
た
り
、
あ
る
い
は
小
店
舗
を
開
い
た
り
し
て
い
た
が
、
中
に
は
漢
方
に
通
暁
し
て
医
者
と
な
っ
た
者
も
い
た
と
い
う
。
銭

子
琴
も
そ
の
一
人
で
あ
り
、
長
崎
で
岡
田
篁
所
と
最
も
親
し
く
交
際
し
た
の
は
、
同
業
同
好
と
い
う
こ
と
で
誼
を
通
じ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

銭
子
琴
の
二
番
目
の
妻
朱
氏
は
、
銭
子
琴
よ
り
十
二
歳
若
く
、
書
を
善
く
し
、
刺
繍
に
も
巧
み
で
あ
っ
た
と
い
う（

（1
（

。
そ
の
朱
氏
は
上
海

で
男
子
一
人
を
生
ん
だ
が
、
し
か
し
早
世
し
た
の
で
、
銭
子
琴
の
弟
愷
の
二
番
目
の
子
で
あ
る
炳
魁
を
養
子
と
し
た
。
炳
魁
は
同
治
壬
申

（
一
八
七
二
）
年
八
月
の
生
ま
れ
で
あ
る
。
何
歳
で
銭
子
琴
の
養
子
と
な
っ
た
の
か
わ
か
ら
な
い
が
、
銭
子
琴
が
四
十
九
歳
で
亡
く
な
っ

た
光
緒
九
（
一
八
八
三
、
明
治
十
六
）
年
に
は
、
十
一
歳
で
あ
っ
た
。
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な
お
、
銭
子
琴
の
父
の
名
は
蕚
（
一
八
一
五
～
一
八
七
三
）、
奉
政
大
夫
（
正
五

品
）
を
授
け
ら
れ
た
。
蕚
に
は
男
子
が
三
人
お
り
、
銭
子
琴
は
そ
の
長
男
で
あ
る（

（1
（

。

二　

明
治
維
新
（
一
八
六
八
）
前
後
、
長
崎
・
上
海

　

銭
子
琴
が
長
崎
に
出
か
け
た
同
治
（
一
八
六
二
～
一
八
七
四
）
初
年
と
い
う
の
は
、

日
本
で
は
幕
末
か
ら
明
治
維
新
の
時
期
に
相
当
す
る
。
そ
の
頃
の
銭
子
琴
の
様
子
を
垣

間
見
さ
せ
て
く
れ
る
の
が
、
尾
張
藩
の
僧
で
後
に
儒
者
と
な
っ
た
青
木
樹
堂
（
可
笑
、

孟
純
、
一
八
二
五
～
一
八
八
一
）
の
漢
詩
で
あ
る
。
青
木
は
慶
応
三
（
一
八
六
七
）
年

七
月
に
西
国
に
向
か
っ
て
旅
立
ち
、
同
年
八
月
に
長
崎
で
銭
子
琴
と
出
会
っ
た
。
青
木

の
漢
詩
集
『
樹
堂
遺
稿（

（1
（

』
に
は

　

寄
清
客
銭
子
琴　
　
　

清
客
銭
子
琴
に
寄
す

観
光
蜻
蜓
州
尽
辺　
　

観
光
す　

蜻
蜓　

州
尽
く
る
辺
り

蜑
客
鮫
人
摩
肩
羶　
　

蜑
客
・
鮫
人　

肩
を
摩
し
て
羶

な
ま
ぐ
さし

互
市
三
倍
争
射
利　
　

互
市
三
倍　

射
利
を
争
ひ

先
王
風
化
付
潜
然　
　

先
王
の
風
化　

潜
然
に
付
す

中
有
南
京
銭
夫
子　
　

中
に
有
り
南
京
銭
夫
子

群
鶏
之
中
独
鵠
峙　
　

群
鶏
の
中　

独
鵠
峙
つ

【図 ４】　�銭子琴の墓があった無錫の堠山（吼山）の
遠景（平成30（2018）年12月撮影）
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目
撃
已
見
大
国
風　
　

目
撃
已
に
見
る
大
国
の
風

三
千
里
外
得
知
己　
　

三
千
里
外
に
知
己
を
得

修
稿
先
問
文
章
訣　
　

稿
を
修
め
先
づ
問
ふ
文
章
の
訣

隔
岸
同
観
峨
眉
月　
　

岸
を
隔
て
同
じ
く
観
る
峨
眉
の
月

流
光
冷
々
不
禁
衣　
　

流
光
冷
　々

衣
を
禁
ぜ
ず

吟
賞
一
様
清
徹
骨　
　

吟
賞
一
様　

清
く
骨
に
徹
す

帰
檝
在
邇
心
忡
忡　
　

帰
檝
邇
く
に
あ
り
心
忡
忡

煙
波
浩
渺
路
不
通　
　

煙
波
浩
渺　

路
通
ぜ
ず

別
後
憑
誰
寄
相
憶　
　

別
後
誰
に
憑
り
て
か
相
憶
を
寄
せ
ん

商
参
天
外
仰
飛
鴻　
　

商
・
参　

天
外
飛
鴻
を
仰
ぐ

と
あ
る
。
青
木
が
見
た
長
崎
に
は
、
漁
師
や
海
女
が
行
き
交
い
、
商
売
人
が
金
儲
け
に
齷
齪
し
て
い
て
、
前
代
の
優
れ
た
君
主
の
教
化
も
、

影
を
ひ
そ
め
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
一
人
銭
子
琴
だ
け
は
群
鶏
中
の
白
鳥
、
一
見
し
て
大
国
の
人
の
風
格
が
あ
っ
た
。
青
木
は
、

長
崎
で
同
じ
趣
味
を
持
つ
銭
子
琴
と
出
会
い
、
文
章
の
秘
訣
を
問
い
、
詩
の
応
酬
を
し
て
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
た
。

　

銭
子
琴
は
『
樹
堂
遺
稿
』
中
の
漢
詩
七
首
に
評
を
加
え
、
巻
末
で
は
「
蘊
釀
の
功
深
く
、
雕
斲
の
才
大
な
り
。
中
唐
を
瓣
香
す
。
故
に

そ
の
用
筆
は
浅
か
ら
ず
。
丁
卯
（
一
八
六
七
）
八
月
、
子
琴
銭
懌
読
む
。［
蘊
釀
功
深
、
雕
斲
才
大
、
瓣
香
中
唐
、
故
其
用
筆
不
浅
。
丁

卯
八
月
、
子
琴
銭
懌
読
］」
と
褒
め
て
い
る
。

　

明
治
五
（
一
八
七
二
）
年
三
月
、
長
崎
の
岡
田
篁
所
が
、
松
浦
永
寿
と
蘇
州
人
湯
韻
梅
と
を
連
れ
て
上
海
に
や
っ
て
来
た
。
銭
子
琴
は

四
月
三
日
に
城
内
虹
橋
頭
の
張
宗
衙
内
の
自
宅
に
岡
田
を
招
き
、
書
を
善
く
し
、
刺
繍
に
も
巧
み
で
あ
っ
た
妻
と
と
も
に
接
待
し
た
。
そ
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し
て
そ
の
日
、
銭
子
琴
は
岡
田
を
城
内
西
南
隅
の
一
粟
庵
に
案
内
し
た（
（1
（

。
一
粟
庵
は
明
末
に
東
閣
大
学
士
で
あ
っ
た
徐
光
啓
の
園
地
が

あ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
寧
波
の
僧
侶
超
竣
が
康
煕
七
（
一
六
六
八
）
年
に
買
い
求
め
て
庵
と
し
、
道
光
（
一
八
二
一
～
一
八
五
〇
）
年
間
に

拡
張
、
林
泉
幽
勝
の
地
と
な
っ
た（

（1
（

。

　

こ
の
頃
銭
子
琴
は
、
神
奈
川
の
漢
詩
人
平
塚
梅
花
（
名
は
真
宝
、
一
八
〇
九
～
一
八
九
〇
）
と
文
通
を
し
て
い
た
。
平
塚
の
『
秋
錦
山

房
詩
鈔
』
中
巻（

（1
（

に
は
、
銭
子
琴
の
詩
が
二
首
収
録
さ
れ
て
い
る
。
第
一
首
は
明
治
五
（
一
八
七
二
）
年
四
月
六
日
に
、
第
二
首
は
明
治
六

年
六
月
二
十
七
日
に
平
塚
の
手
元
に
届
い
て
い
る
が
、
両
詩
と
も
高
い
山
（
崚
嶒
）
と
気
高
い
気
質
（
傲
骨
）
と
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

　

平
塚
梅
花
は
浅
草
の
浄
土
宗
長
円
寺
の
住
職
で
あ
る
が
、
幕
末
か
ら
横
浜
在
住
の
清
国
人
と
交
流
を
し
、
明
治
元
年
に
は
横
浜
に
移
住

し
た
。『
秋
錦
山
房
詩
鈔
』
に
は
、
李
星
・
葉
松
石
・
譚
禹
（
崖
甫
）・
支
離
子
・
半
樵
・
夢
梅
・
品
梅
・
遊
水
・
区
斎
観
（
元
少
）・
龔

慎
夫
・
労
荻
裳
（
梅
石
）・
梁
秋
甫
な
ど
の
名
前
が
見
え
る（

（2
（

。
銭
子
琴
は
、
彼
ら
清
国
人
の
誰
か
を
通
じ
て
、
平
塚
梅
花
の
存
在
を
知
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
、『
無
錫
銭
氏
宗
譜
（
庚
寅
本
）』
第
四
巻
に
よ
れ
ば
、
銭
子
琴
は
癸
酉
（
一
八
七
三
）
年
に
宗
譜
を
纂
修
し
て
い
る
が
、
こ
の
仕

事
は
父
親
蕚
と
の
共
同
作
業
で
あ
っ
た
。
同
書
の
蕚
の
項
目
に
も
「
癸
酉
纂
修
宗
譜
」
と
書
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
父
親
蕚
は
、

「
克
く
先
志
を
承
け
、
六
代
同
居
、
厳
に
子
姪
を
課
し
、
徳
は
郷
里
に
浹
し
［
克
承
先
志
、
六
代
同
居
、
厳
課
子
姪
、
徳
浹
郷
里
］」
と
い

う
人
物
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
年
の
七
月
二
十
七
日
に
没
し
た
。

三　

明
治
九
（
一
八
七
六
）
年
、
京
都
・
近
江
八
幡

　

明
治
九
（
一
八
七
六
）
年
秋
冬
の
間
、
銭
子
琴
は
京
都
に
出
か
け
て
暁
翠
楼
に
滞
在
し
た
。
京
都
の
山
田
長
左
衛
門
（
名
は
純
、
号
は
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子
静
）
の
漢
詩
集
『
枕
上
賸
稿（
（2
（

』
に
は
銭
子
琴
の
題
お
よ
び
丙
子
暮
秋
の
跋
が
あ
り
、
題
は
立
冬
前
三
日
（
十
一
月
四
日
）
に
書
か
れ
て

い
る
。
銭
子
琴
と
山
田
長
左
衛
門
と
が
ど
の
よ
う
な
関
係
で
あ
っ
た
の
か
未
詳
で
あ
る
が
、
こ
の
漢
詩
集
に
は
銭
子
琴
よ
り
も
早
く
七
月

に
清
国
人
葉
松
石
（
一
八
三
九
～
一
九
〇
三
）
が
跋
文
を
認
め
て
い
る
の
で
、
あ
る
い
は
葉
松
石
か
ら
の
紹
介
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な

い
。
葉
松
石
は
前
節
に
挙
げ
た
平
塚
梅
花
の
『
秋
錦
山
房
詩
鈔
』
に
も
名
の
見
え
る
人
物
で
、
明
治
七
（
一
八
七
四
）
年
二
月
に
来
日
し
、

三
月
に
東
京
外
国
語
学
校
漢
語
学
教
諭
と
し
て
雇
わ
れ
て
い
た（

（2
（

。

　

山
田
長
左
衛
門
の
詩
に
題
を
書
い
た
三
日
後
の
立
冬
（
十
一
月
七
日
）、
銭
子
琴
は
、
同
じ
く
京
都
の
商
人
で
、
漢
詩
文
に
巧
み
で

あ
っ
た
神
田
信
醇
（
名
は
久
信
、
号
は
香
巌
、
一
八
五
四
～
一
九
一
八
）
の
漢
詩
集
『
夕
陽
紅
半
楼
小
稿
』
に
序
文
並
び
に
読
後
筆
を
寄

せ
、
全
篇
に
亙
っ
て
丁
寧
な
評
語
も
加
え
て
い
る
。
そ
れ
に
は
ま
た
、
神
田
が
銭
子
琴
を
詠
ん
だ
左
の
詩
「
贈
清
客
銭
子
琴
」

相
逢
ひ
半
日
詩
を
論
じ
、
便
ち
超
然
俗
覊
を
脱
す
る
を
覺
ゆ
。
文
字
因
縁
旧
有
る
が
如
く
、
海
外
よ
り
新
知
を
得
る
を
喜
ぶ
。

も
収
録
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。
神
田
の
『
夕
陽
紅
半
楼
小
稿
』
に
は
、
銭
子
琴
以
外
に
、
菊
池
三
溪
・
長
熒
三
洲
・
江
馬
天
江
・
山
中
静
逸
・
岡

【図 ５】　琵琶湖周遊時の銭子琴書

本
黄
石
・
頼
支
峯
・
広
瀬
林
外
・
安
富
深
屋
・
如
意
山
人
鉄
臣
・
宮
原
潜
叟
・
市
村
水

香
・
広
瀬
青
村
・
石
津
灌
園
・
大
沼
枕
山
・
強
堂
市
村
水
香
等
々
の
人
物
が
評
を
加
え
て

い
る
。

　

銭
子
琴
が
連
泊
し
て
い
た
暁
翠
楼
は
、
工
部
省
電
信
寮
に
勤
め
た
後
、
博
愛
社
創
立
に

係
わ
っ
た
原
田
隆
造
（
号
は
西
疇
）
の
書
斎
の
名
と
い
う（

（2
（

。
こ
の
暁
翠
楼
に
は
後
に
銭
子

琴
の
友
人
陳
曼
寿
も
厄
介
に
な
る
こ
と
に
な
る（

（2
（

。

　

と
こ
ろ
で
、
京
都
に
滞
在
し
て
い
た
銭
子
琴
は
、
そ
の
後
、
琵
琶
湖
を
周
遊
し
、
自
分

の
旧
作
を
揮
毫
し
た（

（2
（

（【
図
５
】）。
神
田
信
醇
の
『
夕
陽
紅
半
楼
小
稿
』
に
評
を
加
え
て
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い
る
岡
本
黄
石
（
半
介
、
一
八
一
二
～
一
八
九
八
）
は
旧
彦
根
藩
の
家
老
、
如
意
山
人
鉄
臣
（
谷
鉄
臣
、
一
八
二
二
～
一
九
〇
五
）
も
彦

根
藩
士
で
医
師
で
あ
る
か
ら
、
あ
る
い
は
彼
ら
か
ら
誘
わ
れ
て
琵
琶
湖
周
遊
を
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

そ
し
て
銭
子
琴
は
近
江
八
幡
に
立
ち
寄
っ
た
。
明
治
九
年
五
月
、
近
江
八
幡
で
は
八
幡
東
学
校
の
建
設
が
決
議
さ
れ
、
十
月
に
着
工
し

た（
（2
（

。
こ
の
東
学
校
の
た
め
に
銭
子
琴
は
「
徳
門
」
の
扁
額
を
書
き
残
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
「
丙
子
冬
日
適
八
幡
東
学
校
経
始
、
書
此　

子
琴
銭
懌
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。「
経
始
」
と
は
、「
営
建
を
開
始
す
る
」、「
経
営
を
開
始
す
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
が
、
東
学
校
の
開

校
は
明
治
十
年
四
月
と
い
う
か
ら
、
こ
こ
で
は
建
築
に
着
工
し
た
こ
と
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
銭
子
琴
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
こ
の
額
を

書
い
た
の
か
不
明
で
あ
る
が
、
貴
重
な
史
料
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
に
写
真
を
掲
げ
て
お
こ
う
（【
図
６
、
７
】）。

【図 ６】　白雲館（旧八幡東学校校舎）
平成30（2018）年９月撮影。

【図 ７】　銭子琴題額「徳門」
平成30（2018）年９月撮影。
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こ
の
前
後
、
銭
子
琴
は
浪
華
の
漢
方
医
で
漢
詩
人
の
田
中
華
城
（
一
八
二
五
～
一
八
八
〇
）
の
た
め
に
、
松
村
景
文
（
一
七
七
九
～
一

八
四
三
）
が
描
い
た
「
紅
葉
驟
雨
図
」
の
幅
に
賛
「
山
水
有
真
趣
、
遠
遊
過
海
東
、
此
間
何
最
好
、
楓
映
夕
陽
紅
」
を
施
し
て
い
る（

（2
（

（【
図

８
】）。

【図 ８】　銭子琴賛、松村景文画「紅葉驟雨図」
左は、銭子琴賛の部分拡大。
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さ
ら
に
、
こ
の
年
の
冬
、
銭
子
琴
は
、
京
都
の
石
津
灌
園
（
一
八
四
三
～
一
八
九
一
）
の
た
め
に
も

「
春
暉
秋
爽
」
と
揮
毫
し
て
い
る（

（2
（

（【
図
９
】）。
石
津
は
江
戸
で
萩
原
西
疇
ら
に
学
び
、
明
治
八
年
太
政

官
修
史
局
に
入
っ
た
が
、
ま
も
な
く
辞
職
し
て
生
地
の
京
都
で
教
育
と
著
述
に
専
念
し
て
い
た（

（3
（

。

四　

明
治
十
（
一
八
七
七
）
年
、
上
海
―
上
海
東
本
願
寺
別
院
と
銭
子
琴
―

　

明
治
九
（
一
八
七
六
）
年
七
月
十
三
日
、
豊
後
妙
法
寺
の
住
職
で
あ
る
小
栗
栖
香
頂
（
一
八
三
一
～

一
九
〇
五
）
は
、
浄
土
真
宗
を
中
国
に
布
教
を
す
る
た
め
、
谷
了
然
・
哲
僧
・
順
照
・
賢
超
ら
の
僧
と

上
海
に
来
た
。
上
海
領
事
品
川
忠
道
に
開
教
の
申
請
を
し
、
北
京
路
に
房
屋
を
借
り
て
浄
土
真
宗
上
海

別
院
を
開
設
す
る
場
所
と
し
た
。
そ
し
て
七
月
二
十
八
日
か
ら
八
月
十
日
ま
で
、
上
海
・
武
漢
間
に
あ

る
寺
院
や
キ
リ
ス
ト
教
会
な
ど
を
見
て
回
り
、
八
月
二
十
日
に
上
海
東
本
願
寺
別
院
の
開
宗
式
を
挙
行

し
た（

（3
（

。

　

こ
の
開
宗
式
に
銭
子
琴
が
「
儒
者
」
の
肩
書
で
出
席
し
、
小
栗
栖
と
親
し
く
交
わ
っ
た
。
小
栗
栖
が

病
の
た
め
に
明
治
十
（
一
八
七
七
）
年
一
月
十
六
日
に
長
崎
に
戻
っ
て
療
養
す
る
と
、
銭
子
琴
は
三
月

五
日
か
ら
三
月
十
二
日
ま
で
、
長
崎
へ
見
舞
い
に
出
か
け
て
い
る（

（3
（

。
銭
子
琴
に
と
っ
て
長
崎
は
馴
染
み

の
土
地
で
あ
っ
た
と
は
い
え
、
前
年
の
冬
に
京
都
や
近
江
八
幡
に
行
っ
た
ば
か
り
の
銭
子
琴
が
、
病
気

見
舞
い
の
た
め
に
わ
ざ
わ
ざ
長
崎
ま
で
出
か
け
て
い
る
。
銭
子
琴
が
小
栗
栖
と
相
当
に
親
密
な
間
柄
で

あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

【図 ９】　銭子琴書「春暉秋爽」
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な
お
、
小
栗
栖
は
長
崎
で
岡
田
恒
庵
の
診
察
を
受
け
、
中
風
と
見
立
て
ら
れ
た
が
、
こ
の
恒
庵
は
、
銭
子
琴
と
親
交
が
あ
り
、
上
海
に

も
来
た
こ
と
の
あ
る
岡
田
篁
所
の
医
号
で
あ
る
。

　

明
治
十
（
一
八
七
七
）
年
八
月
四
日
（
陰
暦
六
月
二
十
五
日
）
か
ら
翌
年
五
月
ま
で
、
三
等
説
教
者
兼
四
等
教
師
と
し
て
東
本
願
寺
上

海
別
院
に
在
勤
し
た
岡
崎
（
岳
崎
）
正
純
（
一
八
三
六
～
一
八
八
六
）
は
、
秋
田
・
浄
弘
寺
の
生
ま
れ
で
、
明
治
元
（
一
八
六
八
）
年
、

越
前
国
祐
善
寺
に
入
寺
し
て
同
寺
を
継
ぎ
、
説
教
の
か
た
わ
ら
『
真
宗
説
教
』
を
編
纂
し
た
ほ
か
、
同
別
院
内
に
設
立
さ
れ
た
中
国
語
学

校
の
江
蘇
教
校
で
日
本
人
留
学
僧
に
真
宗
学
を
教
授
し
た（

（3
（

。

　

岡
崎
が
書
き
残
し
た
『
支
那
在
勤
襍
志（

（3
（

』
に
よ
れ
ば
、
八
月
二
十
二
日
（
陰
暦
七
月
十
四
日
）
に
初
め
て
銭
子
琴
に
会
っ
て
い
る
。
そ

し
て
銭
子
琴
に
つ
い
て
、「
該
人
者
博
学
而
善
書
且
高
行
、
異
流
俗
之
売
字
者
流
」
と
評
し
て
い
る
。
こ
の
日
以
降
、『
支
那
在
勤
襍
志
』

に
は
九
月
二
十
一
日
（
陰
暦
八
月
十
五
日
）、
九
月
二
十
四
日
（
陰
暦
八
月
十
八
日
）、
九
月
三
十
日
（
陰
暦
八
月
二
十
四
日
）、
十
月
八

日
（
陰
暦
九
月
二
日
）、
十
月
十
二
日
（
陰
暦
九
月
六
日
）、
十
月
十
三
日
（
陰
暦
九
月
七
日
）、
十
月
十
四
日
（
陰
暦
九
月
八
日
）、
十
月

十
七
日
（
陰
暦
九
月
十
一
日
）、
十
一
月
十
九
日
（
陰
暦
十
月
十
五
日
）、
十
二
月
六
日
（
陰
暦
十
一
月
二
日
）、
十
二
月
十
一
日
（
陰
暦

十
一
月
十
一
日
）、
十
二
月
十
四
日
（
陰
暦
十
一
月
十
日
）、
明
治
十
一
年
二
月
十
一
日
（
陰
暦
一
月
十
日
）、
三
月
十
二
日
（
陰
暦
二
月

九
日
）、
三
月
十
七
日
（
陰
暦
二
月
十
四
日
）、
三
月
二
十
日
（
陰
暦
二
月
十
七
日
）、
三
月
二
十
六
日
（
陰
暦
二
月
二
十
三
日
）、
三
月
三

十
一
日
（
陰
暦
二
月
二
十
八
日
）、
五
月
八
日
（
陰
暦
四
月
七
日
）、
五
月
二
十
二
日
（
陰
暦
四
月
二
十
一
日
）
に
銭
子
琴
の
名
が
見
え
、

わ
ず
か
九
カ
月
ほ
ど
の
間
に
、
岡
崎
と
銭
子
琴
が
実
に
頻
繁
に
交
流
し
て
い
る
こ
と
に
驚
か
さ
れ
る
。
記
事
の
内
容
は
、
岡
崎
の
詩
文
を

銭
子
琴
に
評
し
て
も
ら
い
、
ま
た
銭
子
琴
に
揮
毫
し
て
も
ら
う
と
い
う
の
が
殆
ど
で
あ
る
。

　

岡
崎
正
純
に
少
々
遅
れ
て
上
海
に
来
た
松
本
白
華
（
号
は
西
塘
、
一
八
三
八
～
一
九
二
六
）
は
、
加
賀
松
任
の
本
誓
寺
に
生
ま
れ
、
明

治
五
（
一
八
七
二
）
年
に
教
部
省
に
出
仕
し
て
欧
州
宗
教
事
情
視
察
に
行
き
、
明
治
六
年
帰
国
し
た
。
そ
の
後
、
明
治
十
（
一
八
七
七
）
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年
に
東
本
願
寺
上
海
別
院
輪
番
に
任
じ
ら
れ
、
同
年
九
月
四
日
に
上
海
に
来
た
。

　

松
本
は
詩
文
に
堪
能
で（

（3
（

、
上
海
に
来
て
か
ら
毛
祥
麟
（
対
山
）
の
『
墨
余
録
』
や
斉
玉
溪
（
学
裘
）
の
『
劫
余
詩
選
』
を
読
み
、
上
海

に
詩
文
の
大
家
が
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。
お
そ
ら
く
岡
崎
正
純
あ
た
り
か
ら
、
銭
子
琴
を
紹
介
さ
れ
て
、
毛
祥
麟
や
斉
玉
溪
の
こ
と
に
話

が
及
び
、
こ
れ
ま
で
詠
ん
だ
自
分
の
詩
を
上
海
の
文
人
た
ち
に
批
評
し
て
も
ら
お
う
と
考
え
た
。

　

そ
し
て
ま
ず
は
陳
曼
寿
・
蒋
文
乕
・
王
冶
梅
・
孫
藹
人
・
銭
懌
・
曹
叔
培
ら
に
批
評
を
仰
ぎ（

（3
（

、
次
に
そ
れ
を
銭
子
琴
が
浄
写
し
、『
西

塘
詩
稿
本
』（
松
華
堂
半
葉
十
行
用
箋
、
全
三
十
二
葉
）
と
題
し
て
、
銭
子
琴
を
介
し
て
毛
祥
麟
と
斉
玉
溪
に
送
っ
た
。
お
そ
ら
く
そ
の

一
本
と
思
わ
れ
る
も
の
が
、
現
在
、
蘇
州
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

　

蘇
州
図
書
館
蔵
『
西
塘
詩
稿
本
』
の
巻
頭
に
「
陳
曼
寿
先
生
閲
、
藹
人
孫
先
生
評
、
子
琴
銭
先
生
評　

朱
字
係
銭
先
生
評
語
」
と
あ
り
、

巻
末
に
は
松
本
白
華
の
次
の
跋
文
が
載
せ
ら
れ
て
い
る（

（3
（

。

た
ま
た
ま
墨
余
録
及
び
劫
余
詩
選
を
読
み
、
大
江
の
南
に
毛
・
斉
二
先
生
あ
る
を
知
る
也
。
皣
は
東
瀛
の
鄙
人
、
少
く
し
て
緇
林
に

隠
る
。
本
朝
更
始
の
際
に
遭
ひ
、
時
事
を
妄
言
し
、
誤
り
て
吏
職
に
任
ぜ
ら
る
。
筆
硯
は
荒
蕪
し
、
旧
業
は
廃
た
る
。
本
年
正
月
官

を
辞
し
て
滬
に
来
た
り
、
本
願
寺
別
院
に
勾
当
た
り
。
近
ご
ろ
銭
子
琴
君
と
往
往
談
二
先
生
に
及
び
、
皣
景
慕
是
れ
極
ま
れ
り
。
即

ち
人
を
介
し
、
子
琴
君
作
る
所
の
詩
二
巻
、
硯
北
に
就
正
す
。
昔
、
蘇
子
嘗
つ
て
韓
富
二
公
に
見
え
、
終
身
栄
と
為
す
。
茲
に
二
先

生
年
高
く
、
学
富
め
り
。
名
一
時
に
重
く
、
今
の
韓
・
富
也
。
皣
何
人
ぞ
、
斯
に
敢
へ
て
狂
妄
此
の
如
し
。
抑
も
説
有
り
、
鄙
稿
大

雅
の
斧
鉞
を
得
ば
、
之
を
本
国
に
送
致
し
、
儕
輩
を
し
て
今
日
の
栄
を
知
ら
し
め
ん
と
。
文
字
と
文
は
東
西
無
き
也
。
故
に
瀆
冒
を

忘
れ
、
猥
り
に
呈
し
、
大
方
に
笑
ひ
を
呈
す
る
と
爾
云
ふ
。

　
　
　

明
治
十
年
十
二
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
本　

松
本
皣
再
拝
、
伏
し
て
乞
ふ
。

　
　

対
山
毛
先
生　

閣
下
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玉
渓
斉
先
生　

閣
下

　
　
　

裁
正

　
「
蘇
子
嘗
見
韓
富
二
公
」
と
い
う
の
は
、
蘇
東
坡
の
弟
蘇
轍
が
、
北
宋
の
著
名
な
政
治
家
で
あ
る
韓
琦
と
富
弼
の
二
人
に
会
っ
て
光
栄

に
感
じ
た
と
い
う
故
事
で
あ
り
、
毛
祥
麟
・
斉
玉
溪
は
、
韓
琦
・
富
弼
に
匹
敵
す
る
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
松
本
と
同
じ
船
で
、
支
那
布
教
事
務
掛
と
し
て
上
海
に
来
た
北
方
心
泉
（
蒙
、
一
八
五
〇
～
一
九
〇
五
）
は
金
沢
・
常
福
寺
の
住

持
で
あ
る（

（3
（

。
岡
崎
の
『
支
那
在
勤
襍
志
』
に
も
北
方
の
名
が
た
び
た
び
見
え
、
例
え
ば
明
治
十
一
（
一
八
七
八
）
年
五
月
八
日
条
に
は

北
方
蒙
過
予
房
、
謂
予
曰
、
今
日
有
恠
事
不
楽
、
予
聞
其
事
曰
蒙
云
、
我
曾
請
求
銭
子
琴
数
紙
揮
毫
、
銭
氏
今
揮
得
来
、
然
痩
猿
賊

竊
盗
所
蔵
二
紙
不
与
。
以
故
心
中
憤
懣
云
々
。

と
あ
る
。「
予
聞
其
事
曰
蒙
云
」
の
個
所
は
や
や
解
し
難
い
が
、
北
方
が
銭
子
琴
に
揮
毫
を
乞
う
た
と
こ
ろ
、「
痩
猿
賊
」（
こ
こ
で
は
盗

癖
の
あ
る
一
僧
侶
）
が
そ
の
う
ち
の
二
紙
を
盗
ん
で
返
し
て
く
れ
ず
、
憤
懣
や
る
か
た
な
い
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
東
本
願
寺
上
海
別
院
の
僧
侶
た
ち
は
、
銭
子
琴
と
親
し
く
交
際
し
、
詩
文
を
評
閲
し
て
も
ら
っ
た
り
、
揮
毫
を
し
て
も

ら
っ
た
り
し
て
い
た
。
銭
子
琴
は
、
光
緒
四
（
一
八
七
八
）
年
十
月
朔
に
「
呉
越
王
孫
」
の
落
款
印
の
あ
る
「
常
福
精
舎
」
の
額
（【
図

10
】）、
孫
過
庭
「
書
譜
」
を
臨
書
し
た
も
の
（【
図
11
】）、
そ
れ
に
「
江
干
風
紫
雁
声
愁
」
云
々
の
七
言
詩
（【
図
12
】）
を
書
い
て
北
方

に
贈
っ
て
い
る（

（3
（

。

　

と
こ
ろ
で
、
銭
子
琴
と
東
本
願
寺
上
海
別
院
と
の
関
係
で
、
最
も
重
要
な
こ
と
は
、
銭
子
琴
が
頼
山
陽
の
『
日
本
外
史
』
に
評
点
を
加

え
て
、
光
緒
五
（
一
八
七
九
）
年
に
上
海
で
出
版
し
た
こ
と
で
あ
る（

（4
（

（【
図
13
】）。

　

銭
子
琴
は
序
文
で
『
日
本
外
史
』
の
特
徴
に
つ
い
て

日
本
人
は
皆
わ
が
国
の
書
物
を
読
む
が
、
私
は
ま
だ
日
本
の
書
物
を
読
ん
で
い
な
い
。
日
本
の
歴
史
書
を
読
も
う
と
し
て
も
、
崩
し
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【図10】　銭子琴書「常福精舎」

【図12】　銭子琴の七言詩

【図11】　銭子琴臨書「書譜」
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字
が
晦
渋
で
、
読
み
終
わ
ら
な
い
う
ち
に
眠
た
く
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
後
、
頼
山
陽
の
『
日
本
外
史
』
を
得
て
読
ん
で
み
る
と
、

全
部
で
二
十
二
巻
、
そ
の
中
に
は
、
源
平
が
日
本
全
国
を
支
配
す
る
よ
う
に
な
っ
て
以
来
、
陪
臣
が
国
命
を
執
っ
て
天
下
を
統
括
支

配
、
そ
の
後
英
賢
が
崛
起
し
、
豪
傑
が
奮
起
し
て
、
離
合
集
散
す
る
に
至
る
ま
で
、
八
九
百
年
の
事
蹟
が
漏
れ
な
く
包
括
さ
れ
、
五

畿
六
道
の
風
土
人
情
が
は
っ
き
り
と
記
さ
れ
て
い
る
。
文
章
は
非
常
に
巧
み
で
、
思
い
通
り
に
操
り
、
叙
事
は
簡
潔
で
明
ら
か
、
議

論
は
す
っ
き
り
と
通
り
、
褒
貶
も
微
か
に
顕
れ
て
い
る
。
真
に
す
ぐ
れ
た
歴
史
家
の
才
が
あ
り
、
手
本
と
す
べ
き
文
章
が
満
載
さ
れ

て
い
る
。

と
列
挙
、
同
好
の
人
に
読
ま
せ
よ
う
と
評
を
加
え
、
斉
玉
渓
か
ら
も
、
イ
ギ
リ
ス
に
は
イ
ギ
リ
ス
史
、
ア
メ
リ
カ
に
は
ア
メ
リ
カ
史
が
あ

る
よ
う
に
、
日
本
に
は
日
本
史
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
、
出
版
を
勧
め
ら
れ
た
の
で
、
曹
叔
培
の
協
力
を
得
て
出
版
す
る
に
至
っ
た
と

述
べ
て
い
る（

（4
（

。

【図13】　銭子琴評閲『日本外史』
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復
旦
大
学
で
長
く
日
中
関
係
史
を
研
究
し
て
い
た
趙
建
民
氏
は
、
銭
子
琴
の
『
日
本
外
史
』
評
閲
の
出
版
が
中
国
人
の
日
本
認
識
の
深

化
に
役
立
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
と
言
っ
て
い
る（

（4
（

。

　

と
こ
ろ
で
、
川
邉
雄
大
「
東
本
願
寺
上
海
別
院
的
出
版
活
動（

（4
（

」
に
よ
れ
ば
、
石
川
県
白
山
市
立
松
任
図
書
館
白
華
文
庫
に
は
「
外
史
翻

刻
計
算
」
と
題
す
る
記
録
が
残
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
は
、「
預
備
、
八
百
五
十
一
円
九
十
八
銭
六
厘
四
毛
」
と
あ
っ
て
、「
一
、
四
拾
五
円
。

斉
玉
谿
・
毛
対
山
・
銭
子
琴
・
曹
叔
培
等
へ
依
頼
ニ
付
諸
入
費
」「
内
訳
、
弐
拾
円
。
斉
玉
谿
序
文
。
拾
円
、
毛
対
山
品
物
贈
ル
。
拾
五

円
、
宴
会
等
費
張
鼎
功
へ
貸
ス
」
と
か
、「
一
、
五
拾
円
。
銭
子
琴
・
曹
叔
培
雇
薪
水
費
送
ス
」
と
か
、
各
巻
ご
と
の
必
要
経
費
な
ど
が

詳
細
に
記
録
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
「
外
史
翻
刻
計
算
」
な
る
史
料
に
よ
る
と
、『
日
本
外
史
』
出
版
の
費
用
は
東
本
願
寺
が
出
し
、

ま
た
銭
子
琴
・
斉
玉
溪
・
毛
祥
麟
・
曹
叔
培
た
ち
に
は
謝
金
も
渡
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
東
本
願
寺
別
院
の
学
師
の
月
給

が
二
十
円
、
教
師
は
十
円
と
い
う
か
ら
、
斉
玉
谿
の
序
文
が
二
十
円
と
い
う
の
は
、
高
額
で
あ
る
。

　

岡
崎
正
純
の
『
支
那
在
勤
襍
志
』
の
明
治
十
年
十
月
十
七
日
（
陰
暦
九
月
十
一
日
）
条
に
「
薄
暮
銭
子
琴
到
余
前
、
城
老
因
輪
的
之
請

涖
其
席
。
蓋
別
院
有
外
史
翻
刻
之
挙
件
也
」
と
あ
り
、
同
年
十
二
月
十
一
日
（
陰
暦
十
一
月
十
一
日
）
条
に
「
銭
子
琴
先
生
至
（
中
略
）

外
史
評
点
及
毛
対
山
序
文
成
」
と
あ
る
の
で
、
東
本
願
寺
別
院
が
『
日
本
外
史
』
翻
刻
の
当
事
者
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
し
か
し
、

出
版
さ
れ
た
『
日
本
外
史
評
』
に
は
、
東
本
願
寺
の
名
は
一
切
見
え
な
い
。
こ
れ
は
い
っ
た
い
ど
う
理
解
し
た
ら
い
い
の
だ
ろ
う
か
。

　

川
邉
雄
大
氏
の
前
掲
「
東
本
願
寺
上
海
別
院
的
出
版
活
動
」
に
は
、
当
時
、
欧
米
各
国
の
宣
教
師
は
、「
天
津
条
約
」
第
八
条
第
十
三

条
に
よ
っ
て
、
中
国
国
内
に
キ
リ
ス
ト
教
を
宣
教
す
る
権
利
を
得
て
い
た
が
、
一
八
七
三
年
に
締
結
さ
れ
た
「
日
清
修
好
条
規
」
に
は
、

日
本
の
僧
侶
が
布
教
を
す
る
権
利
は
規
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
、『
日
本
外
史
』
出
版
か
ら
東
本
願
寺
の
名
前
は
一
切
、
削
除
し
た

の
だ
ろ
う
と
書
か
れ
て
い
る
。

　

な
お
、『
支
那
在
勤
襍
志
』
に
は
毛
対
山
（
祥
麟
）
の
序
文
も
出
来
上
が
っ
た
と
あ
る
が
、
出
版
さ
れ
た
『
日
本
外
史
』
に
は
、
そ
の
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序
文
は
な
い
。
こ
れ
ま
た
ど
う
い
う
事
情
に
よ
る
の
か
、
未
詳
で
あ
る（
（4
（

。

五　

明
治
十
（
一
八
七
七
）
年
、
上
海
―
曾
根
俊
虎
・
副
島
種
臣
ら
と
銭
子
琴
―

　

海
軍
中
尉
曾
根
俊
虎
（
一
八
四
七
～
一
九
一
〇
）
は
、
明
治
九
（
一
八
七
六
）
年
二
月
に
上
海
に
来
て
、
海
軍
省
が
浦
東
地
区
に
持
っ

て
い
た
敷
地
内
に
住
み
、
諜
報
活
動
に
従
事
し
て
い
た
。
曾
根
は
詩
文
に
も
造
詣
が
深
く
、
嘯
雲
の
号
も
持
つ
人
物
で
あ
り
、
上
海
に
来

る
前
、
既
に
北
京
で
張
滋
昉
（
一
八
三
九
～
一
九
〇
〇
）
か
ら
北
京
官
話
を
教
わ
っ
て
い
た
。

　

そ
の
曾
根
は
、
元
米
沢
藩
の
儒
者
で
あ
る
中
川
英
右
（
雪
堂
）
の
『
雪
堂
詩
鈔
』
の
稿
本
を
持
参
し
た
。
曾
根
と
中
川
と
の
関
係
は
未

詳
で
あ
る
が（

（4
（

、
中
川
の
古
体
詩
に
つ
い
て
、
明
治
十
（
一
八
七
七
）
年
七
月
、
張
滋
昉
や
銭
子
琴
に
評
閲
を
仰
い
だ
の
で
あ
る
。
曾
根
と

銭
子
琴
は
、
共
に
東
本
願
寺
の
開
宗
式
に
も
出
席
し
て
お
り
、
知
り
合
い
で
あ
っ
た
。
銭
子
琴
は
序
文
で
「
丁
丑
七
月
、
友
人
曾
根
君
、

先
生
の
詩
稿
一
冊
を
持
ち
、
先
生
の
命
を
以
て
、
余
に
点
定
を
嘱
す
［
丁
丑
七
月
、
友
人
曾
根
君
持
先
生
詩
稿
一
冊
、
以
先
生
之
命
嘱
余

点
定
］」
と
書
き
、
曾
根
を
「
友
人
」
と
言
っ
て
い
る
。

　

こ
の
明
治
十
八
（
一
八
八
五
）
年
三
月
に
出
版
さ
れ
た
『
雪
堂
詩
鈔
』（
聚
遠
楼
蔵
版
）
は
、
巻
頭
に
三
条
実
美
・
上
杉
斉
憲
の
題
、

細
川
潤
次
郎
・
重
野
安
繹
・
張
滋
昉
・
銭
子
琴
の
序
、
門
人
柿
崎
徳
の
題
、
巻
末
に
副
島
種
臣
・
宮
島
誠
一
郎
・
何
如
璋
・
黄
遵
憲
ら

錚
々
た
る
人
物
の
跋
文
が
あ
る
。

　

銭
子
琴
が
曾
根
と
親
し
く
な
っ
た
頃
、
明
治
九
（
一
八
七
六
）
年
十
月
、
日
本
か
ら
元
外
務
卿
の
副
島
種
臣
が
上
海
に
や
っ
て
き
た
。

副
島
は
日
本
人
経
営
の
旅
館
田
代
屋
に
宿
泊
し
、
上
海
総
領
事
の
品
川
忠
道
、
東
本
願
寺
別
院
の
小
栗
栖
香
頂
ら
と
会
っ
た
。
そ
し
て
お

そ
ら
く
旧
知
の
曾
根
俊
虎
と
も
会
い
、
そ
の
後
、
天
津
・
杭
州
・
蘇
州
な
ど
へ
旅
行
を
し
た
。
そ
の
後
も
う
一
度
、
荊
州
・
漢
口
な
ど
へ
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と
旅
行
を
し
、
旅
行
か
ら
戻
っ
た
明
治
十
（
一
八
七
七
）
年
三
月
に
、
副
島
は
旅
行
中
に
詠
ん
だ
漢
詩
を
銭
子
琴
に
見
せ
た（
（4
（

。

　

銭
子
琴
は
副
島
の
詩
集
を
読
ん
だ
後
、
副
島
の
漢
詩
は
李
白
や
杜
甫
の
詩
の
よ
う
だ
と
褒
め
た
手
紙
を
送
る
と
同
時
に
、「
題
日
本
副

島
欽
使
詩
稿
後
」
と
題
す
る
長
詩
も
送
っ
た（

（4
（

。
こ
の
銭
子
琴
の
詩
に
対
し
て
、
副
島
も
韻
を
次
い
だ
長
詩
を
詠
ん
で
い
る（
（4
（

。
銭
子
琴
が
詩

経
を
引
き
、
ま
た
季
札
や
子
産
の
故
事
を
持
ち
出
し
て
、
副
島
の
詩
を
論
評
し
た
の
に
対
し
て
、
副
島
は
銭
子
琴
が
古
典
に
よ
く
通
じ
た

人
物
で
あ
る
と
感
じ
、「
銭
君
博
洽
士
」
と
褒
め
て
い
る
。

　

こ
の
後
、
両
者
は
親
し
く
交
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
副
島
が
帰
国
す
る
に
際
し
て
の
詩
会
で
、
銭
子
琴
が
詩
を
送
る
と
、
副
島
は
、
銭

子
琴
の
辞
令
の
何
と
厚
い
こ
と
か
、
銭
子
琴
の
情
は
ま
さ
に
「
折
楊
柳
」
の
諺
ど
お
り
細
や
か
で
、
忘
れ
が
た
い
と
答
え
た（

（4
（

。

六　

明
治
十
一
（
一
八
七
八
）
年
、
上
海
―
吉
嗣
拝
山
と
銭
子
琴
―

　

明
治
十
一
（
一
八
七
八
）
年
二
月
頃
、
筑
前
大
宰
府
の
吉
嗣
拝
山
（
一
八
四
六
～
一
九
一
五
）
が
上
海
に
来
た
。
吉
嗣
は
明
治
維
新
後

東
京
に
出
て
、
明
治
四
（
一
八
七
一
）
年
太
政
官
記
録
編
輯
局
に
勤
め
な
が
ら
画
家
を
目
指
し
て
い
た
が
、
同
年
七
月
、
出
勤
途
中
に
大

風
雨
に
遭
遇
し
て
、
倒
れ
た
家
屋
の
下
敷
き
に
な
り
、
右
腕
を
切
断
す
る
大
手
術
を
受
け
た
。
二
十
六
歳
の
時
で
あ
る
。
吉
嗣
は
、
自
分

の
右
腕
の
骨
で
筆
を
作
り
（【
図
14
】）、
そ
れ
を
携
え
て
、
画
業
と
く
に
南
画
の
制
作
に
励
ん
だ
。
中
国
に
来
て
か
ら
も
そ
の
骨
筆
を
肌

身
離
さ
ず
、
上
海
・
揚
州
・
蘇
州
と
漫
遊
し
、
多
く
の
文
人
た
ち
と
交
流
し
た（

（5
（

。

　

中
国
の
文
人
た
ち
は
、
こ
の
珍
し
い
骨
筆
を
見
る
た
め
、
ま
た
吉
嗣
と
い
う
風
変
わ
り
な
人
物
に
も
興
味
を
も
っ
て
、
こ
ぞ
っ
て
交
流
、

思
い
思
い
に
詩
文
を
応
酬
し
、
そ
れ
を
『
骨
筆
題
詠
』
と
題
し
て
纏
め
、
銭
子
琴
も
一
文
を
寄
せ
て
い
る
（【
図
15
】）。

　

次
に
吉
嗣
は
、
上
海
・
龍
華
寺
・
鎮
江
・
揚
州
・
邗
江
・
史
忠
正
墓
・
蕭
孝
子
祠
・
天
寧
寺
な
ど
江
南
地
方
を
遊
歴
し
て
『
江
南
游
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草
』
に
纏
め
、
銭
子
琴
は
跋
文
を
書
い
て
い
る
。
さ
ら
に
、
小
西
門
・
陸
家
浜
・
虎
丘
・
楓
橋
・
寒
山
寺
・
五
龍
橋
・
蘇
堤
・
岳
王
廟
・

韜
光
寺
・
林
処
士
墓
・
雲
林
寺
・
西
湖
な
ど
に
も
遊
び
、
吉
嗣
は
『
江
南
游
草
後
』
を
作
っ
た
。
こ
れ
に
も
ま
た
銭
子
琴
は
読
後
感
を
寄

せ
た
。

　

吉
嗣
は
こ
れ
ら
三
種
の
詩
集
を
纏
め
て
『
拝
山
奚
嚢
』
と
題
し
、
上
海
で
出
版（

（5
（

、
こ
れ
に
斉
玉
溪
と
北
方
心
泉
が
序
文
を
書
い
て
い
る
。

た
だ
し
、
北
方
の
序
文
を
筆
写
し
た
の
は
銭
子
琴
で
あ
る
。

　

こ
の
『
拝
山
奚
嚢
』
の
う
ち
、『
江
南
游
草
』『
江
南
游
草
後
』
の
二
種
の
上
欄
に
は
評
が
加
え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
銭
子
琴
の
評

【図14】　吉嗣拝山の骨筆

【図15】　�『骨筆題詠』に描かれた吉嗣拝山と銭子
琴の文章
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に
違
い
な
い
。
何
と
な
れ
ば
、『
明
治
詩
文
』
第
三
十
集
（
明
治
十
二
年
六
月
出
版
）
に
は
吉
嗣
の
詩
「
登
虎
阜
」
及
び
銭
子
琴
の
評
が
、

同
じ
く
第
三
十
四
集
（
明
治
十
二
年
十
月
出
版
）
に
は
吉
嗣
の
詩
「
去
古
呉
舟
中
作
」
と
銭
子
琴
の
評
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら

は
『
江
南
游
草
後
』
の
詩
及
び
上
欄
の
評
と
ま
っ
た
く
同
一
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、
序
文
を
書
い
た
北
方
心
泉
は
先
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
東
本
願
寺
上
海
別
院
の
僧
侶
で
あ
り
、
銭
子
琴
と
も
知

り
合
い
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
銭
子
琴
が
吉
嗣
を
知
っ
た
の
は
、
北
方
を
介
し
て
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

七　

明
治
十
二
（
一
八
七
九
）
年
、
長
崎
・
東
京
―
漢
詩
人
と
の
交
流
―

　

明
治
十
二
（
一
八
七
九
）
年
の
春
、
銭
子
琴
は
長
崎
を
訪
れ
た
。
長
崎
で
は
三
月
十
五
日
か
ら
六
月
十
二
日
ま
で
の
約
百
日
間
、
長
崎

博
覧
会
が
開
催
さ
れ
て
お
り（

（5
（

、
そ
の
見
物
の
た
め
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
一
緒
に
行
っ
た
画
家
た
ち
と
会
場
で
絵
を
画
い
て
も
い
る
。

そ
の
様
子
は
、
上
海
で
出
さ
れ
て
い
た
『
申
報
』
一
八
七
九
（
明
治
十
二
）
年
五
月
三
日
号
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

長
崎
博
覧
会
近
状

○
長
崎
来
信
云
、
自
開
会
場
以
来
、
先
則
游
観
者
毎
日
約
有
一
千
五
百
人
或
千
人
、
不
等
。
近
則
不
過
二
三
百
人
矣
。
会
首
毎
延
水

師
兵
入
会
場
、
同
奏
西
楽
、
或
令
歌
姬
吹
弾
、
以
助
雅
典
。
前
次
礼
拝
日
又
請
中
国
画
家
胡
二
梅
・
王
冶
梅
・
銭
子
琴
・
王
鶴
園
諸

君
、
到
場
成
画
山
水
、
或
画
花
卉
翎
毛
、
一
時
各
擅
所
長
、
観
者
皆
嘖
嘖
称
道
云
。

　
『
申
報
』
に
そ
の
名
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
銭
子
琴
も
当
時
そ
れ
な
り
に
著
名
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
明
治
十
三
（
一
八

八
〇
）
年
に
編
纂
さ
れ
た
『
長
崎
古
今
学
芸
書
画
博
覧
』（
西
道
仙
海
人
艸
舎
蔵
版
、
明
治
十
三
年
、
新
町
活
版
製
造
所
）
に
は
、「
近
時

留
寓
清
国
諸
家
」
十
四
名
の
う
ち
、
銭
子
琴
も
王
冶
梅
と
と
も
に
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
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銭
子
琴
は
暫
く
長
崎
に
滞
在
し
、
旧
知
の
岡
田
篁
所
そ
の
他
の
文
人
た
ち
と
交
流
を
深
め
た
。
五
月
二
十
三
日
、
佐
賀
の
谷
口
藍
田
が

嬉
野
か
ら
長
崎
に
や
っ
て
来
て
、
岡
田
篁
所
の
も
と
投
宿
し
た
。『
藍
田
谷
口
先
生
全
集（

（5
（

』
所
引
「
韓
氏
日
歴
」（
明
治
十
二
年
五
月
）
に

は

二
十
五
日
、
清
人
張
鼒
昉
・
銭
子
琴
来
訪
。
筆
話
終
日
、
頗
入
雅
境
。
亦
出
主
人
好
意
也
。

二
十
七
日
、
岡
田
嘯
雲
・
大
津
山
晉
斎
来
訪
。
張
鼒
昉
・
銭
子
琴
・
小
曾
根
晨
太
郎
乾
堂
長
男
亦
至
。
筆
話
有
興
。

　
　
　
　
　

銭
懌
云
、
成
富
清
風
兄
在
上
海
、
旦
夕
間
話
。
毎
道
及
先
生
学
問
文
章
、
心
窃
慕
之
。
懌
字

子
琴
。

　
　
　
　
　

余
云
、
僕
年
少
不
如
人
、
況
今
老
病
、
無
一
可
取
。
往
年
観
君
贈
清
風
文
章
並
書
、
倶
佳
。

　
　
　
　
　

銭
懌
云
、
敷
衍
成
章
、
不
堪
入
目
。
今
日
思
之
、
実
深
慙
愧
。
還
望
先
生
有
以
教
之
則
幸
甚
。

　
　
　
　
　

余
贈
詩
云
、「
彩
毫
揮
去
起
雲
烟
。
早
有
芳
名
遠
近
傳
。
不
怪
相
逢
如
旧
識
。
神
交
已
在
十
年
前
」。

　
　
　
　
　

銭
懌
云
、
伏
読
尊
作
、
勉
思
奉
和
請
教
、
恨
才
薄
不
能
驟
成
。
竟
有
大
巫
在
座
小
巫
慌
之
概
。

と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
岡
田
篁
所
が
気
を
利
か
せ
て
、
銭
子
琴
と
張
滋
昉
を
谷
口
藍
田
に
紹
介
し
た
。
銭
子
琴
は
既
に
上
海
で
成
富

清
風
（
穆
斎
、
一
八
三
九
～
一
八
八
〇
）
か
ら
た
び
た
び
谷
口
藍
田
の
学
問
文
章
が
す
ぐ
れ
て
い
る
こ
と
を
聞
か
さ
れ
て
い
た
。
成
富
清

風
は
、
谷
口
藍
田
の
弟
子
で
あ
る
。
他
方
、
谷
口
藍
田
も
既
に
銭
子
琴
が
成
富
に
贈
っ
た
文
章
並
び
に
書
を
見
て
お
り
、
銭
子
琴
の
こ
と

を
知
っ
て
い
た
。

　

銭
子
琴
は
ま
た
長
崎
滞
在
中
に
、
日
本
人
に
詩
や
書
を
教
え
て
も
い
た
ら
し
い
。
そ
の
一
人
に
、
愛
知
県
知
多
郡
東
浦
町
の
中
川
南
巌

（
一
八
五
五
～
一
九
一
七
）
が
い
る
。
中
川
は
、
長
崎
に
遊
学
し
て
岡
田
篁
所
・
守
山
湘
颿
・
清
原
無
暦
・
成
瀬
石
癡
ら
と
交
流
を
重
ね

る
と
と
も
に
、
銭
子
琴
に
書
や
画
を
教
わ
り
、
帰
郷
し
て
書
家
と
し
て
活
動
、
多
数
の
門
人
を
養
成
し
た
。
中
川
の
手
元
に
は
銭
子
琴
が

光
緒
五
（
一
八
七
九
）
年
夏
に
書
い
た
「
歳
寒
堂
」
の
書
幅
が
二
種
残
さ
れ
て
お
り
、
一
つ
に
は
「
時
光
緒
五
年
孟
夏
之
月
、
於
長
崎
書
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【図16】
銭子琴書「歳寒堂」（上）と跋文（左）

為
中
川
雅
君
之
属
」
の
跋
、
今
一
つ
に
は

孔
子
曰
、
歳
寒
然
後
知
松
柏
後
凋
。
朱
子
註
云
、
士
窮
見
節
義
、
世
乱
識
忠
臣
、
欲

学
者
必
志
於
徳
。
今
以
此
名
其
堂
、
志
於
徳
可
知
矣
。
時
光
緒
五
年
夏
月
、
為
中
川

雅
君
之
属
、
江
南
子
琴
銭
懌
書
幷
跋
。

の
跋
が
あ
る
（【
図
16
】）。「
歳
寒
堂
」
は
中
川
の
書
斎
の
名
で
あ
る（

（5
（

。

　

中
川
南
巌
の
手
元
に
は
、
銭
子
琴
が
題
字
を
書
い
た
書
画
帖（

（5
（

も
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

巻
頭
に
は
次
の
よ
う
な
銭
子
琴
書
の
漢
詩
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
（【
図
17
】）。

人
間
万
事
類
囲
棋　
　

人
間
万
事　

囲
棋
に
類
す

一
勝
一
敗
更
楽
悲　
　

一
勝
一
敗　

楽
と
悲
と
か
わ
る

正
是
功
成
名
遂
日　
　

正
に
是
れ
功
成
り　

名
遂
ぐ
る
日

況
茲
世
泰
歳
豊
時　
　

況
ん
や
茲
に　

世
泰
ら
か
に
歳
豊
な
る
時

登
山
渉
水
方
為
得　
　

登
山
渉
水　

方
に
得
た
り
と
為
す

長
嘯
浩
歌
猶
恨
遅　
　

長
嘯
浩
歌　

猶
ほ
遅
し
と
恨
む

料
理
家
園
児
輩
在　
　

料
理
家
園　

児
輩
在
り

秋
陽
皡
皡
復
何
思　
　

秋
陽
皡
皡　

復
た
何
を
か
思
は
ん

　
　
　

録
副
島
種
臣
和
杜
陵
秋
興
詩
一
律　
　
　

銭
子
琴

　

銭
子
琴
が
「
録
副
島
種
臣
和
杜
陵
秋
興
詩
一
律
」
と
書
い
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
詩
は

副
島
種
臣
が
杜
甫
の
秋
興
八
首
に
和
し
た
詩
の
一
首
で
あ
る（

（5
（

が
、
そ
も
そ
も
副
島
種
臣
が
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こ
の
詩
を
詠
ん
だ
の
は
、
明
治
十
（
一
八
七
七
）
年
陰
暦
八
月
の
こ
と
で
、
上
海
在
住
の
文
人
斉
玉

渓
と
唱
和
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
折
に
銭
子
琴
も
同
席
し
た
の
か
、
そ
れ
と
も
後
で
副
島
の
詩

を
見
せ
て
も
ら
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
銭
子
琴
は
副
島
の
詩
を
気
に
入
っ
て
、
諳
ん
じ
て
い

た
の
で
あ
ろ
う
。

　

さ
て
、
銭
子
琴
は
、
長
崎
博
覧
会
を
観
た
後
、
東
京
へ
行
っ
た
。『
讀
賣
新
聞
』
明
治
十
二
（
一

八
七
九
）
年
七
月
二
十
九
日
号
に
、
次
の
記
事
が
あ
る
。

銭
懌
字
ハ
子
琴
と
云
ふ
支
那
人
が
一
両
日
前
、
横
浜
ゟ
東
京
へ
着
し
ま
し
た
が
、
同
氏
ハ
先
年

長
崎
表
ま
で
来
り
、
日
本
の
名
山
勝
水
を
遍
く
遊
歴
せ
ん
と
志
ざ
せ
し
が
、
故
あ
り
て
果
さ
ず

し
て
帰
国
さ
れ
、
此
般
再
遊
な
る
が
、
昨
日
弊
社
の
加
藤
九
郎
の
寓
居
を
訪
ひ
来
り
、
詩
な
ど

【図17】　銭子琴書副島種臣漢詩

を
賦
し
、
席
上
揮
毫
を
さ
れ
し
を
見
ま
し
た
が
、
中
中
詩
書
と
も
見
事
で
あ
り
ま
す
。
現
今
竹
川
町
の
越
前
屋
に
寄
寓
さ
れ
る
ゆ
ゑ
、

書
を
望
む
方
ハ
行
ッ
て
乞
ひ
給
へ
。
先
年
副
島
公
が
支
那
に
使
ひ
さ
れ
、
上
海
に
滞
留
の
節
ハ
毎
に
同
氏
を
招
き
、
愛
顧
さ
れ
た
り

と
云
ふ
。

　

こ
の
新
聞
記
事
に
見
え
る
よ
う
に
、
副
島
と
銭
子
琴
は
か
つ
て
上
海
で
知
り
合
っ
て
い
た
の
で
、
東
京
に
来
た
銭
子
琴
は
、
八
月
初
旬
、

副
島
を
訪
ね
た
。
副
島
は
、
清
国
漫
遊
中
の
詩
集
を
銭
子
琴
に
見
せ
、
評
点
を
加
え
て
も
ら
っ
た
。
そ
れ
が
本
稿
冒
頭
に
掲
げ
た
『
詩

草
』
で
あ
る
。

　

そ
の
後
銭
子
琴
は
、
明
治
十
二
年
十
二
月
二
十
六
日
、
長
崎
に
建
て
ら
れ
た
「
振
遠
隊
戦
士
遺
髪
碑
」
の
碑
文
を
書
い
て
い
る
。
振
遠

隊
と
い
う
の
は
、
戊
辰
戦
争
に
際
し
て
明
治
元
（
一
八
六
八
）
年
四
月
、
政
府
軍
が
旧
幕
府
軍
を
追
討
す
る
た
め
に
長
崎
で
集
め
た
兵
隊

で
あ
っ
て
、
三
百
十
八
名
の
兵
士
が
奥
羽
地
方
に
出
陣
し
た
。
そ
の
兵
隊
を
集
め
る
た
め
に
政
府
か
ら
派
遣
さ
れ
て
長
崎
に
行
っ
た
の
は
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副
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種
臣
で
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た
。

　

振
遠
隊
は
約
五
カ
月
の
戦
闘
で
、
戦
死
者
十
三
名
、
病
死
四

名
を
出
し
た
た
め
、
明
治
二
（
一
八
六
七
）
年
十
二
月
、
大
楠

神
社
の
傍
ら
に
振
遠
隊
戦
病
死
者
の
招
魂
場
を
選
定
、
十
二
月

二
十
七
日
に
遺
髪
を
葬
っ
た
。

　

そ
し
て
明
治
十
二
（
一
八
七
九
）
年
十
二
月
二
十
六
日
、
振

遠
隊
の
元
軍
曹
で
あ
っ
た
吉
村
元
善
が
元
軍
監
の
石
田
英
吉
ら

と
謀
っ
て
、
招
魂
場
内
西
北
隅
に
振
遠
隊
戦
士
遺
髪
碑
を
建
て
、

そ
の
碑
文
を
谷
口
藍
田
（
中
秋
）
が
撰
び
、
銭
子
琴
が
書
し
た

（【
図
18
】）。
谷
口
藍
田
は
佐
賀
出
身
で
あ
る
が
、
幕
末
長
崎
に

滞
在
し
て
漢
詩
文
の
塾
を
開
い
て
お
り
、
吉
村
元
善
は
谷
口
の

門
人
で
あ
っ
た（

（5
（

。
銭
子
琴
が
書
を
担
当
し
た
の
は
、
谷
口
藍
田

が
依
頼
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う（

（5
（

。

八　

晩
年
の
銭
子
琴

　

銭
子
琴
が
い
つ
ま
で
日
本
に
滞
在
し
た
の
か
、
日
本
で
ど
の

【図18】　�長崎市佐古・梅香﨑墳墓「振遠隊戦士遺髪碑」
（右）「子琴銭懌書」（左）

よ
う
な
生
活
を
し
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。『
明
治
詩
文
』
第
二
十
五
集
（
明
治
十
二
年
一
月
）、
第
二
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十
九
集
（
明
治
十
二
年
五
月
）、
第
四
十
四
集
（
明
治
十
三
年
四
月
）
掲
載
の
成
富
清
風
の
詩
に
銭
子
琴
の
評
が
あ
る
。
既
に
言
及
し
た

よ
う
に
、
銭
子
琴
と
成
富
は
旧
知
の
間
柄
で
あ
っ
た
。
こ
の
当
時
、
成
富
は
コ
ル
サ
コ
フ
（
樺
太
）
の
領
事
で
あ
る
が
、
一
時
東
京
に

戻
っ
て
お
り（

（5
（

、
明
治
十
二
（
一
八
七
九
）
年
六
月
四
日
に
は
依
願
免
官
と
な
っ
た（
（6
（

。『
明
治
詩
文
』
所
載
の
詩
は
、
成
富
が
東
京
に
戻
っ

て
い
た
時
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

明
治
十
三
（
一
八
八
〇
）
年
三
月
、
曾
根
俊
虎
が
中
心
に
な
っ
て
興
亜
会
が
結
成
さ
れ
る
と
、
銭
子
琴
も
入
会
し
た（

（6
（

。
興
亜
会
は
、
欧

米
勢
力
の
東
漸
に
対
抗
し
て
、
日
中
が
協
力
す
る
た
め
に
設
立
さ
れ
た
。「
興
亜
会
設
立
緒
言
」
に
は
、
欧
米
列
強
が
強
い
の
は
互
い
に

言
語
が
通
じ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
が
、
日
本
人
は
欧
米
語
に
は
通
じ
て
い
て
も
中
国
語
に
は
殆
ど
通
じ
て
い
な
い
の
で
、
ま
ず
は
中
国
語

学
校
を
開
設
し
て
言
語
が
通
じ
る
よ
う
に
し
た
い
と
書
か
れ
て
い
る（

（6
（

。
こ
の
興
亜
会
に
銭
子
琴
も
入
会
し
た
が
、
ど
の
程
度
の
関
り
方
を

し
た
の
か
不
明
で
あ
る
。「
本
会
報
告
第
四
集
発
兌
後
入
会
人
姓
名（

（6
（

」
の
欄
に
銭
子
琴
の
名
が
あ
る
。

　

こ
の
他
、
明
治
十
五
（
一
八
八
二
、
光
緒
八
）
年
孟
夏
、
銭
子
琴
は
長
崎
の
岡
田
篁
所
を
介
し
て
、
愛
知
の
中
川
南
巌
に
孫
過
庭
の

「
書
譜
」
を
臨
書
し
て
贈
り（

（6
（

、
巻
末
に
次
の
跋
文
を
書
き
記
し
て
い
る
（【
図
19
】）。

孫
過
庭
、
字
は
虔
礼
。
富
陽
の
人
。
唐
の
右
衛
の
間
の
曹
参
軍
。
博
雅
文
章
を
能
く
し
、
草
書
は
二
王
の
法
を
得
。
蕉
氏
謂
は
く
、

運
筆
爛
熟
、
中
に
軌
法
を
蔵
し
、
固
よ
り
自
ら
森
然
、
斯
ち
こ
れ
を
得
た
り
。
書
譜
両
巻
を
撰
び
世
に
伝
ふ
、
と
。
吾
が
郷
、
安
氏

石
刻
を
最
も
殊
と
為
す
。
絶
後
揚
州
の
商
家
に
帰
し
、
頗
る
珍
秘
し
て
伝
へ
ず
。
榻
本
も
絶
え
て
得
易
か
ら
ず
。
光
緒
六
年
仮
に
石

刻
本
を
得
て
、
臨
摹
二
載
有
余
、
略
々
形
の
古
に
似
る
こ
と
を
得
る
も
、
今
人
、
此
の
如
き
の
書
に
相
及
ば
ざ
る
な
り
。
以
て
記
す
。

其
れ
右
、
謹
ん
で
中
川
南
巌
友
弟
の
為
に
こ
れ
を
贈
る
。

　
　
　

時
に
光
緒
八
年
壬
午
孟
夏
、
子
琴
銭
懌

　
［�

孫
過
庭
。
字
虔
礼
。
富
陽
人
。
唐
右
衛
間
曹
参
軍
。
博
雅
能
文
章
。
草
書
得
二
王
法
。
蕉
氏
謂
。
運
筆
爛
熟
。
中
蔵
軌
法
、
固
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『
大
倉
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』
第
六
十
五
輯
　
平
成
三
十
一
年
三
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森
然
、
斯
得
之
矣
。
撰
書
譜
両
巻
伝
於
世
。
吾
郷
安
氏
石
刻
最
為
殊
。
絶
後
帰
揚

州
商
家
。
頗
珍
秘
不
伝
。
榻
本
絶
不
易
得
。
光
緒
六
年
仮
得
石
刻
本
。
臨
摹
二
載
有

余
。
略
得
形
似
古
。
今
人
不
相
及
也
如
此
書
。
以
記
。
其
右
、
謹
為　

中
川
南
巌
友

弟
贈
之
。
時
光
緒
八
年
壬
午
孟
夏
子
琴
銭
懌
］

　

ま
た
銭
子
琴
は
、「
書
譜
」
を
贈
る
こ
と
に
し
た
経
緯
を
記
し
た
手
紙
も
書
い
て
い
る
（【
図

20
】）。
そ
の
手
紙
は
、
銭
子
琴
と
中
川
南
巌
と
の
関
係
が
よ
く
わ
か
り
、
日
本
滞
在
中
の
銭
子

琴
の
様
子
の
一
端
も
窺
う
こ
と
が
出
来
る
貴
重
な
も
の
な
の
で
、
次
に
引
用
し
て
お
こ
う
。

南
巌
賢
友
閣
下
、
長
崎
の
握
手
の
別
れ
を
憶
昔
す
れ
ば
、
睠
々
の
忱
、
今
に
至
る
も
縈
念

す
。
東
京
に
在
り
招
き
て
同
じ
く
住
み
、
縉
紳
先
生
の
前
に
揄
揚
し
、
閣
下
の
登
進
の
階

と
為
ら
ん
と
欲
す
る
も
、
天
の
人
に
従
は
ざ
る
が
ご
と
し
。
恝
然
と
帰
国
し
、
惟
だ
引
領

東
望
し
、
翹
首
神
馳
す
る
の
み
。
滬
城
間
に
住
し
て
主
人
に
問
津
す
れ
ば
則
ち
貴
国
に
在

り
て
塗
鴉
售
銭
す
る
を
知
り
、
殊
に
深
く
慚
愧
せ
ん
。
記
し
得
た
り
、
先
君
言
有
り
、
書

を
作
し
晋
唐
を
宗
と
せ
ざ
れ
ば
、
猶
ほ
室
を
築
き
て
柱
礎
無
き
が
如
し
。
孫
虔
礼
は
古
を

去
る
こ
と
未
だ
遠
か
ら
ず
、
用
筆
は
一
に
二
王
に
準
ず
と
。
乃
ち
そ
の
書
譜
を
取
り
て
こ

れ
を
臨
摹
し
、
先
後
共
に
十
本
を
成
す
。
倶
に
友
人
の
索
の
た
め
な
り
。
夫
れ
余
の
始
め

こ
れ
を
臨
す
る
の
本
意
は
、
岡
田
先
生
の
札
中
に
附
し
、
托
転
、
吾
が
友
に
致
さ
ん
と
欲

す
る
な
り
。
因
て
用
筆
窒
滞
、
未
だ
能
く
円
熟
せ
ず
。
故
に
留
め
て
寄
せ
ざ
る
な
り
。
爾

る
に
時
際
炎
敲
、
稍
や
俗
事
多
く
、
只
だ
此
を
以
て
責
め
を
塞
ぐ
べ
し
。
倘
し
他
日
重
ね

【図19】　銭子琴臨書「書譜」
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種
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と
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子
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（
島
）

て
崎
陽
に
到
ら
ば
、
必
ず
刻
意
一
本
を
臨
摹
し
、
贈
り
奉
る
な
り
。

閣
下
は
詩
書
均
し
く
皆
進
境
こ
れ
を
見
る
。
忭
喜
に
勝
へ
ず
。
再
び

若
し
加
工
す
れ
ば
、
一
日
千
里
、
臨
低
神
馳
も
難
か
ら
ず
。
言
は
ん

と
欲
す
る
を
尽
さ
ず
。
順
候
。（
禿
筆
に
て
書
を
作
す
。
望
む
ら
く

は
閲
後
即
ち
こ
れ
を
棄
て
ん
こ
と
を
。）

　
　
　

暑
安　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

友
人
銭
懌　

頓
首

　
［�

南
巌
賢
友
閣
下
。
憶
昔
長
崎
握
手
別
。
睠
々
之
忱
、
至
今
縈
念
。

在
東
京
欲
招
同
住
、
揄
揚
於
縉
紳
先
生
之
前
、
為
閣
下
登
進
之

階
矣
。
如
天
不
従
人
、
恝
然
帰
国
、
惟
有
引
領
東
望
、
翹
首
神

馳
耳
。
滬
城
間
住
問
津
主
人
則
知
在
貴
国
塗
鴉
售
銭
、
殊
深
慚

愧
。
記
得
先
君
有
言
、
作
書
不
宗
晋
唐
、
猶
築
室
而
無
柱
礎
。

孫
虔
礼
去
古
未
遠
、
用
筆
一
準
二
王
。
乃
取
其
書
譜
而
臨
摹
之
、

先
後
共
成
十
本
。
倶
為
友
人
索
。
夫
余
始
臨
之
本
意
、
欲
附
於

岡
田
先
生
札
中
托
転
致
吾
友
、
因
用
筆
窒
滞
、
未
能
円
熟
、
故

留
而
不
寄
。
爾
時
際
炎
敲
、
稍
多
俗
事
、
只
可
以
此
塞
責
、
倘

他
日
重
到
崎
陽
、
必
刻
意
臨
摹
一
本
、
奉
贈
也
。
閣
下
詩
書
均

皆
進
境
見
之
。
不
勝
忭
喜
、
再
若
加
工
、
不
難
一
日
千
里
、
臨

低
神
馳
。
不
尽
。
欲
言
順
候
。
禿
筆
作
書
。
望
閲
後
即
棄
之
。

【図20】　銭子琴の中川南巌宛書翰
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『
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六
十
五
輯
　
平
成
三
十
一
年
三
月

暑
安
、
友
人
銭
懌
、
頓
首
］

　

右
の
史
料
に
よ
っ
て
、
明
治
十
五
（
一
八
八
二
）
年
夏
、
銭
子
琴
が
ま
だ
日
本
に
滞
在
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
明
治
十
二
年
に

長
崎
で
中
川
南
巌
と
別
れ
た
銭
子
琴
は
、
中
川
を
東
京
に
招
い
て
指
導
し
、
高
位
高
官
に
紹
介
し
て
、
中
川
を
出
世
さ
せ
よ
う
と
考
え
て

い
た
。
し
か
し
明
治
十
五
年
、
急
遽
帰
国
す
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、「
書
譜
」
を
臨
書
し
て
贈
っ
た
の
で
あ
る
。

　

銭
子
琴
は
明
治
十
二
年
か
ら
三
年
間
、
日
本
に
滞
在
し
て
い
た
が
、
こ
の
時
に
、
書
や
刺
繍
に
巧
み
な
後
妻
朱
氏
を
同
伴
し
て
い
た
の

か
ど
う
か
定
か
で
は
な
い
。
二
人
の
間
に
は
上
海
で
生
ま
れ
た
子
供
が
い
た
が
、
早
世
し
た
。
明
治
十
五
年
当
時
、
銭
子
琴
は
四
十
八
歳
、

妻
は
三
十
三
歳
で
あ
る
か
ら
、
あ
る
い
は
養
子
を
取
る
た
め
に
帰
国
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。『
無
錫
銭
氏
宗
譜
（
庚
寅
本
）』
第
四
巻
に

よ
る
と
、
銭
子
琴
は
弟
愷
の
次
子
炳
魁
を
養
子
と
し
て
い
る
。
炳
魁
は
同
治
壬
申
（
一
八
七
二
）
年
八
月
八
日
の
生
ま
れ
、
明
治
十
五
年

当
時
十
歳
に
な
っ
て
い
た
。

　

と
こ
ろ
が
帰
国
後
、
一
年
も
経
た
な
い
う
ち
に
、
光
緒
癸
未
（
一
八
八
三
、
明
治
十
六
）
年
三
月
十
七
日
、
銭
子
琴
は
没
し
た
。
岡
鹿

門
の
『
航
滬
日
記
』
明
治
十
七
（
一
八
八
四
）
年
六
月
八
日
（
陰
暦
五
月
十
五
日
）
条
に（

（6
（

有
銭
子
琴
所
評
外
史
。
余
曾
見
子
琴
。
筆
話
不
成
語
。
吟
香
曰
。
外
史
評
成
其
師
斉
学
裘
之
手
。
子
琴
三
年
前
死
。
其
妻
無
可
食
。

屢
来
乞
憐
。

と
あ
っ
て
、
明
治
十
七
年
の
三
年
前
す
な
わ
ち
明
治
十
四
年
に
銭
子
琴
が
死
去
し
た
と
記
し
て
い
る
が
、
岸
田
も
し
く
は
岡
の
記
憶
違
い

と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
ま
た
本
文
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、『
日
本
外
史
評
』
が
銭
子
琴
の
師
匠
の
斉
学
裘
の
手
に
な
っ
た
と
い
う

記
述
も
、
不
正
確
で
あ
る
。

　

明
治
十
六
（
一
八
八
三
）
年
、
銭
子
琴
の
妻
が
銭
子
琴
の
訃
報
を
副
島
種
臣
の
も
と
に
知
ら
せ
て
来
た
。
副
島
は
「
次
韻
。
酬
愛
月
女

史
銭
氏
」
と
題
す
る
詩
を
残
し
て
い
る
の
で
、
銭
子
琴
の
妻
は
名
を
愛
月
と
称
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
副
島
は
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副
島
種
臣
と
銭
子
琴
（
島
）

説
聞
行
踪
長
緑
蕪　
　

説
き
聞
く
行
踪　

長
緑
蕪

素
娥
凴
弔
為
誰
吁　
　

素
娥　

憑
弔　

誰
が
為
に
か
吁
く

昔
吾
立
馬
呉
山
頂　
　

昔
吾
れ
馬
を
立
つ
呉
山
の
頂

東
望
江
潮
西
望
湖　
　

東
に
江
潮
を
望
み　

西
に
湖
を
望
む

と
詠
み
、
さ
ら
に
同
じ
韻
で
「
再
用
原
韻
。
哀
銭
氏
之
訃
」
も
詠
ん
だ（

（6
（

。

有
美
堂
中
蘭
蕙
蕪　
　

有
美
堂
中　

蘭
蕙
蕪

銭
君
遺
業
足
長
吁　
　

銭
君
の
遺
業　

長
吁
に
足
る

美
人
昨
夜
驚
吾
夢　
　

美
人　

昨
夜　

吾
が
夢
を
驚
か
す

星
大
青
燐
落
碧
湖　
　

星
大　

青
燐　

碧
湖
に
落
つ

　

素
娥
は
夫
后
羿
か
ら
不
死
の
薬
を
盗
ん
で
月
に
逃
れ
、
一
人
ぼ
っ
ち
で
住
ん
で
い
る
嫦
娥
。
有
美
堂
は
宋
の
時
代
一
〇
五
七
年
に
呉
山

に
建
て
ら
れ
た
堂
。
愛
月
は
夫
銭
子
琴
の
訃
報
と
共
に
、
副
島
が
上
海
で
親
し
く
交
際
し
た
毛
対
山
（
祥
麟
）
や
斉
玉
溪
も
同
年
中
に
亡

く
な
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
来
た
。
そ
こ
で
副
島
は
、「
清
夜
弔
対
山
毛
先
生
。
玉
谿
斉
先
生
。
銭
君
子
琴
。
皆
以
昨
年
長
逝
。
子
琴
有
妻
。

為
告
訃
」
で

清
夜
懐
人
故
鬼
多　
　

清
夜　

人
を
懐
か
し
む　

故
鬼
多
し

対
山
文
采
玉
谿
歌　
　

対
山
は
文
采　

玉
谿
は
歌

一
生
磊
落
銭
君
子　
　

一
生
磊
落　

銭
君
子

独
有
臨
園
月
裡
娥　
　

独
り
有
り　

園
を
望
む　

月
裡
の
娥

と
詠
ん
で
、
知
人
の
詩
を
悲
し
ん
だ（

（6
（

。「
月
裡
の
娥
」
と
は
銭
子
琴
の
妻
愛
月
氏
で
は
な
く
、
副
島
自
身
の
こ
と
で
あ
ろ
う（
（6
（

。
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『
大
倉
山
論
集
』
第
六
十
五
輯
　
平
成
三
十
一
年
三
月

　

尾
張
の
中
川
南
巌
も
銭
子
琴
の
死
を
知
り
、「
追
憶
先
師
銭
子
琴
先
生
」
と
題
す
る
次
の
詩
を
残
し
て
い
る（
（6
（

。

僊
遊
去
不
還　
　

僊
遊　

去
り
て
還
ら
ず

追
憶
涙
潸
潸　
　

追
憶　

涙
潸
潸

身
朽
名
無
朽　
　

身
朽
る
も　

名
朽
る
な
し

書
留
天
地
間　
　

書
き
留
む　

天
地
の
間

お
わ
り
に

　

銭
子
琴
は
幕
末
か
ら
明
治
維
新
直
後
ま
で
に
五
回
、
そ
の
後
、
明
治
九
年
秋
冬
の
間
、
明
治
十
年
三
月
、
明
治
十
二
年
春
か
ら
明
治
十

五
年
夏
ま
で
、
本
稿
で
明
ら
か
に
な
っ
た
だ
け
で
も
都
合
八
回
来
日
し
、
最
晩
年
は
四
年
間
、
日
本
に
滞
在
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
当

時
と
し
て
は
、
相
当
の
知
日
家
で
あ
っ
た
。

　

当
初
、
太
平
天
国
の
乱
を
逃
れ
て
長
崎
に
や
っ
て
き
た
銭
子
琴
は
、
東
海
の
孤
島
日
本
に
、
漢
詩
や
書
に
秀
で
た
人
物
が
た
く
さ
ん
存

在
し
、
し
か
も
中
国
の
古
典
に
通
じ
て
い
る
文
人
が
大
勢
い
る
こ
と
を
知
っ
て
、
驚
い
た
に
相
違
な
い
。
し
か
も
中
国
よ
り
も
先
に
開
国

し
、
西
洋
文
明
を
盛
ん
に
吸
収
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
、
日
本
と
は
ど
の
よ
う
な
国
な
の
か
、
実
際
に
見
聞
し
て
み
た
い
と
考
え
た
の

で
あ
ろ
う
。

　

長
崎
、
京
都
、
東
京
と
観
光
し
て
回
っ
た
銭
子
琴
は
、
行
く
先
々
で
文
人
た
ち
と
詩
文
の
応
酬
を
し
、
詩
や
書
の
指
導
も
し
た
り
、
あ

る
い
は
頼
山
陽
著
『
日
本
外
史
』
の
評
閲
本
を
出
版
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
国
人
の
日
本
理
解
を
深
め
た
り
し
た
。

　

銭
子
琴
最
晩
年
の
動
向
が
今
一
つ
明
ら
か
で
な
い
の
が
残
念
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
本
稿
で
明
ら
か
に
な
っ
た
だ
け
で
も
、
銭
子
琴
の
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琴
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島
）

「
遺
業
」
は
長
吁
す
る
に
足
る
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。

（
附
記
）
本
稿
は
、
二
〇
一
七
年
か
ら
二
〇
一
八
年
に
か
け
て
、
中
国
の
幾
つ
か
の
大
学
で
講
演
し
、『
日
語
学
習
与
研
究
』（
対
外
経
済

貿
易
大
学
主
弁
）
に
投
稿
し
た
原
稿
に
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
謝
辞
）
本
稿
を
作
成
す
る
に
あ
た
っ
て
、
快
く
史
料
閲
覧
の
便
宜
を
図
っ
て
い
た
だ
き
、
あ
る
い
は
写
真
掲
載
を
許
可
し
て
い
た
だ
い

た
蘇
州
図
書
館
・
無
錫
図
書
館
・
愛
知
県
知
多
郡
東
浦
町
郷
土
資
料
館
・
白
山
市
立
図
書
館
・
金
沢
市
教
育
委
員
会
文
化
財
保
護
課
・
常

福
寺
・
近
江
八
幡
市
市
役
所
・
筑
紫
野
市
歴
史
博
物
館
の
各
機
関
、
史
料
収
集
に
協
力
を
惜
し
ま
れ
な
か
っ
た
雲
藤
等
・
星
原
大
輔
・
張

天
恩
・
古
川
英
文
・
石
魯
豫
の
諸
君
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。

注（
１
）　

当
時
上
海
に
は
約
五
十
名
の
日
本
人
が
在
住
し
て
い
た
と
い
う
（
高
綱
博
文
・
陳
祖
恩
「
上
海
日
本
人
居
留
民
関
係
年
表
（
明
治
編
）」『
史
林
』

上
海
社
会
科
学
院
出
版
社
、
一
九
九
五
年
第
一
期
）。

（
２
）　

副
島
が
最
終
的
に
帰
国
し
た
の
は
、
明
治
十
一
年
一
月
五
日
（
齋
藤
洋
子
「
史
料
紹
介　

副
島
種
臣
の
航
海
免
状
返
納
届
」『
佐
賀
県
立
佐
賀
城
本

丸
歴
史
館
研
究
紀
要
』
第
一
二
号
、
四
一
～
四
二
頁
、
二
〇
一
七
年
三
月
）。

（
３
）　

中
国
滞
在
中
の
副
島
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
島
善
高
「
副
島
種
臣
の
清
国
漫
遊
」（『
佐
賀
県
立
佐
賀
城
本
丸
歴
史
館
研
究
紀
要
』
第
一
二
号
、
二

七
～
四
〇
頁
、
二
〇
一
七
年
三
月
）
参
照
。
写
真
は
故
草
森
紳
一
氏
蔵
。

（
４
）　

島
善
高
編
『
副
島
種
臣
全
集
』（
慧
文
社
、
二
〇
〇
四
年
十
二
月
）
第
一
巻
、
二
七
六
頁
。

（
５
）　

東
亜
同
文
会
編
『
対
支
回
顧
録
』（
原
書
房
復
刊
、
一
九
六
八
年
）
下
巻
、
七
六
～
七
七
頁
。
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『
大
倉
山
論
集
』
第
六
十
五
輯
　
平
成
三
十
一
年
三
月

（
６
）　
『
档
案
与
史
学
』（
上
海
市
档
案
館
、
二
〇
〇
二
年
第
六
期
）。

（
７
）　

岡
田
篁
所
『
滬
呉
日
記
』（
発
行
人
・
長
崎
県
長
崎
市
引
地
町 

岡
田
恒
庵
、
一
八
九
一
年
二
月
）
の
序
文
「
送
岡
田
篁
所
先
生
帰
日
本
序
、
同
治

壬
申
清
和
月　

梁
溪
子
琴
銭
懌
拝
稿
」。

（
８
）　

全
十
五
巻
（
私
家
版
、
二
〇
一
〇
年
）。
引
用
個
所
は
、
第
四
巻
、
二
五
八
頁
～
二
六
二
頁
。

（
９
）　
「
在
通
往
無
錫
的
路
上
、
遍
地
荒
蕪
、
荆
草
漫
生
（
中
略
）
沿
途
布
満
了
数
不
清
的
白
骨
骷
髅
和
半
腐
的
尸
体
、
使
人
望
而
生
畏
。
這
里
没
有
做
買

売
的
船
隻
、
商
業
絶
迹
、
無
錫
已
成
為
一
片
廃
墟
。」〔
英
〕
呤
唎
著
、
王
維
周
訳
『
太
平
天
国
革
命
親
歴
記
』
第
二
三
章
（
中
華
書
局
、
一
九
六

一
年
十
二
月
）
の
拙
訳
。

（
10
）　

前
掲
注
７
『
滬
呉
日
記
』
一
一
葉
、
明
治
五
年
三
月
十
六
日
条
。

（
11
）　

前
掲
注
７
『
滬
呉
日
記
』
六
～
八
葉
、「
送
岡
田
篁
所
先
生
帰
日
本
序
」。

（
12
）　
「
従
両
三
日
前
生
徒
本
多
澄
雲
・
本
間
実
臥
于
風
邪
、
聞
、
目
今
病
勢
及
危
殆
。
薄
暮
急
速
聘
銭
子
琴
先
生
来
乞
診
」。
岡
崎
正
純
『
支
那
在
勤
雑

志
』
は
、
柏
原
祐
泉
編
『
真
宗
史
料
集
成
第
十
一
巻 

維
新
期
の
真
宗
』（
同
朋
舎
、
一
九
七
五
年
七
月
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
13
）　

華
東
師
範
大
学
編
『
歴
史
教
学
問
題
』（
二
〇
一
四
年
第
五
期
）。

（
14
）　

前
掲
注
７
『
滬
呉
日
記
』
三
三
～
三
四
葉
、
明
治
五
年
四
月
二
日
条
。

（
15
）　

前
掲
注
８
『
無
錫
銭
氏
宗
譜
（
庚
寅
本
）』
第
四
巻
。
銭
子
琴
の
弟
愷
の
曽
孫
銭
五
九
氏
に
よ
る
と
、
吼
山
に
あ
っ
た
銭
子
琴
の
墓
は
、
道
路
建
設

の
た
め
に
撤
去
さ
れ
た
由
（
平
成
三
十
年
十
二
月
二
十
四
日
面
談
）。

（
16
）　

乾
坤
二
冊
（
永
井
久
一
郎
、
一
八
八
八
年
一
月
出
版
）。

（
17
）　

前
掲
注
７
『
滬
呉
日
記
』
三
三
～
三
四
葉
、
明
治
五
年
四
月
二
日
条
。

（
18
）　http://w
w
w
.shtong.gov.cn/node2/node4/node2249/nanshi/node43774/node43791/node43793/userobject1ai29526.htm

l

。

（
19
）　

萬
青
堂
刊
、
一
八
八
二
年
四
月
。

（
20
）　

平
塚
梅
花
に
つ
い
て
は
、
石
井
光
太
郎
「
平
塚
梅
花
の
こ
と
ど
も
」（『
神
奈
川
文
化
』
一
九
四
〇
年
四
月
号
、
神
奈
川
文
化
研
究
会
）、
石
橋
正
子
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）

「
資
料
紹
介
『
秋
錦
山
房
詩
鈔
』
―
平
塚
梅
花
と
中
国
人
た
ち
」（『
郷
土
神
奈
川
』
十
四
、
神
奈
川
県
立
図
書
館
、
一
九
八
四
年
三
月
）、
増
田
恒

男
「
保
土
ヶ
谷
宿
を
め
ぐ
る
文
芸
と
文
人
た
ち
―
軽
（
苅
）
部
長
堅
と
そ
の
周
辺
」（『
大
倉
山
論
集
』
六
一
、
九
三
～
一
三
五
頁
、
大
倉
精
神
文

化
研
究
所
、
二
〇
一
三
年
三
月
）
参
照
。

（
21
）　

著
者
幷
出
板
人 
上
京
区
第
三
十
区
八
幡
町
四
二
六
番
地 

山
田
長
左
衛
門
、
一
八
七
八
年
一
月
九
日
出
版
。

（
22
）　
「
清
人
葉
松
石
東
京
語
学
校
ヘ
雇
入
結
約
届
」JA

CA
R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）Ref.A

01100066800

、
公
文
録
・
明
治
七
年
・
第
百
六

十
八
巻
（
国
立
公
文
書
館
）。

（
23
）　

早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
『
夕
陽
紅
半
楼
小
稿
』
一
五
葉
。「
相
逢
半
日
只
論
詩
、
便
覚
超
然
脱
俗
覊
。
文
字
因
縁
如
有
旧
、
喜
従
海
外
得
新
知
。」。

（
24
）　

日
野
俊
彦
「
陳
曼
寿
と
日
本
の
漢
詩
人
と
の
交
流
に
つ
い
て
」（『
成
蹊
国
文
』
四
八
、
五
七
～
七
一
頁
、
成
蹊
大
学
文
学
部
日
本
文
学
科
研
究
室
、

二
〇
一
五
年
三
月
）。

（
25
）　

小
野
長
愿
（
湖
山
）「
消
閑
集
附
録
」
庚
辰
（
一
八
八
〇
）
四
月
二
十
三
日
条
以
下
を
参
照
（
小
野
長
愿
『
湖
山
消
閑
集
』
游
焉
唫
社
、
一
八
八
一

年
三
月
）。

（
26
）　

写
真
は
中
国
の
サ
イ
ト
「
購
網
コ
ム
」
に
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
た
も
の
。

（
27
）　
「
東
学
校
の
誕
生
記
」（
近
江
八
幡
市
「
白
雲
館
」
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
№
一
‐
一
）。

（
28
）　http://w

w
w
.gouw

ujp.com
/jpw

eb/daipai/product/d297017108

。

（
29
）　

中
国
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
サ
イ
ト
「
卓
克
拍
売
頻
道
」http://3g.zhuokearts.com

/htm
l/auction/art/detail/1753/1/1/28562672.htm

。

（
30
）　

名
は
賢
勤
、
発
。
字
は
子
節
、
士
倹
。
通
称
は
発
三
郎
。
著
作
に
『
近
事
紀
略
』『
古
今
勤
王
伝
略
』
な
ど
。（「『
日
本
人
名
大
辞
典
』

「JapanK
now
ledge

」https://japanknow
ledge-com

.ez.w
ul.w
aseda.ac.jp

）。

（
31
）　

曲
暁
範
「
日
本
仏
教
徒
小
栗
栖
香
頂
与
近
代
中
日
文
化
交
流
（
一
八
七
三
～
一
八
七
六
）」（
王
建
朗
・
栾
景
河
主
編
『
近
代
中
国
：
政
治
与
外

交
』
上
巻
、
社
会
科
学
文
献
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
八
月
）。

（
32
）　

草
森
紳
一
「
薔
薇
香
處
―
副
島
種
臣
の
中
国
漫
遊
―
（
三
二
）」（『
文
學
界
』
五
六
（
九
）、
文
藝
春
秋
、
二
〇
〇
二
年
九
月
）。
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『
大
倉
山
論
集
』
第
六
十
五
輯
　
平
成
三
十
一
年
三
月

（
33
）　

川
邉
雄
大
「
明
治
期
に
お
け
る
東
本
願
寺
の
清
国
布
教
に
つ
い
て
―
松
本
白
華
・
北
方
心
泉
を
中
心
に
―
」（
篠
原
啓
方
ほ
か
編
『
文
化
交
渉
に
よ

る
変
容
の
諸
相
』
関
西
大
学
文
化
交
渉
学
教
育
研
究
拠
点
（ICIS

）、
二
〇
一
〇
年
三
月
）。

（
34
）　

前
掲
注
12
岡
崎
正
純
『
支
那
在
勤
雑
志
』。

（
35
）　

川
邉
雄
大
・
町
泉
寿
郎
「
松
本
白
華
と
玉
川
吟
社
の
人
々
」（『
日
本
漢
文
学
研
究
』（
二
）
二
〇
〇
七
年
三
月
）。

（
36
）　

白
山
市
立
図
書
館
蔵
『
西
塘
詩
草
』。

（
37
）　
「
会
読
墨
余
録
及
劫
余
詩
選
、
知
大
江
之
南
有
毛
・
斉
二
先
生
也
。
皣
東
瀛
鄙
人
、
少
隠
於
緇
林
、
遭
本
朝
更
始
之
際
。
妄
言
時
事
誤
任
吏
職
、
筆

硯
荒
蕪
、
旧
業
廃
矣
。
本
年
正
月
辞
官
来
滬
、
勾
当
本
願
寺
別
院
。
近
与
銭
子
琴
君
往
往
談
及
二
先
生
。
皣
景
慕
是
極
。
即
介
人
子
琴
君
呈
所
作

之
詩
二
巻
、
就
正
於
硯
北
。
昔
蘇
子
嘗
見
韓
富
二
公
、
終
身
為
栄
。
茲
二
先
生
年
高
、
学
富
。
名
重
一
時
、
今
之
韓
富
也
。
皣
何
人
斯
敢
狂
妄
如

此
。
抑
有
説
鄙
稿
得　

大
雅
斧
鉞
、
送
致
之
本
国
、
使
儕
輩
知
今
日
之
栄
。
与
文
字
之
文
無
東
西
也
。
故
忘
瀆
冒
、
猥
呈
笑
於
大
方
云
爾
。
明
治

十
年
十
二
月
。
日
本
松
本
皣
再
拝
伏
乞
。
対
山
毛
先
生
閣
下
、
玉
渓
斉
先
生
閣
下
。
裁
正
」。

（
38
）　

法
水
光
雄
「
北
方
心
泉
年
譜
〈
稿
〉」（『
金
沢
大
学
教
育
学
部
紀
要
（
人
文
科
学
・
社
会
科
学
編
）』
三
一
、
一
四
八
～
一
六
四
頁
、
金
沢
大
学
教

育
学
部
、
一
九
八
二
年
）
お
よ
び
前
掲
注
12
岡
崎
正
純
『
支
那
在
勤
襍
志
』。

（
39
）　

金
沢
市
教
育
委
員
会
文
化
財
課
編
『
金
沢
・
常
福
寺
歴
史
資
料
図
録
』（
金
沢
市
文
化
財
紀
要
一
七
七
、
二
〇
〇
一
年
三
月
）。

（
40
）　

頼
襄
子
成
著
、
錢
懌
子
琴
評
閲
『
日
本
外
史
』
全
二
十
二
巻
（
讀
史
堂
、
一
八
八
九
（
光
緒
一
五
）
年
）。

（
41
）　
「
余
至
日
本
屢
矣
、
與
其
國
士
大
夫
交
言
論
之
間
、
而
我
國
之
古
之
政
治
、
山
川
風
物
、
無
不
源
々
本
々
、
洞
悉
無
遺
、
而
其
國
之
禮
樂
政
教
、
明

主
賢
臣
、
茫
乎
、
其
未
有
問
也
、
不
禁
惘
然
者
久
之
、
蓋
彼
皆
讀
我
國
之
書
、
而
我
未
讀
其
國
之
書
也
、
於
是
遍
閲
其
史
乗
、
紊
文
字
晦
渋
、
不

終
巻
欲
眠
、
後
得
外
史
讀
之
、
凡
二
十
二
巻
、
其
中
自
平
源
専
政
包
擧
宇
内
、
迨
至
陪
臣
執
國
命
、
而
宰
制
寰
瀛
、
後
則
英
賢
崛
起
、
豪
傑
奮
興
、

割
據
分
裂
、
由
分
而
合
、
由
合
而
分
、
八
九
百
年
事
蹟
包
括
無
遺
、
五
畿
六
道
之
風
土
人
情
、
昭
然
若
掲
、
至
於
文
章
之
工
離
奇
、
操
縦
無
不
如

意
、
叙
事
簡
賋
、
議
論
明
通
、
褒
貶
微
顕
、
真
良
史
之
才
、
文
章
之
矩
艧
也
、
丁
丑
秋
、
間
居
無
事
、
勤
加
玩
索
、
喜
其
筆
法
厳
密
、
一
秉
左
史
、

遂
謬
加
朱
墨
、
固
知
史
傳
體
例
、
只
用
提
綱
、
従
無
評
讃
、
何
必
多
此
一
擧
、
以
遺
譏
大
雅
乎
、
夫
亦
出
於
情
之
所
不
容
已
、
使
同
好
有
人
如
背
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副
島
種
臣
と
銭
子
琴
（
島
）

寶
山
、
極
口
歎
絶
、
竟
自
忘
其
醜
矣
、
脱
稿
後
質
諸
斉
玉
溪
先
生
、
先
生
曰
、
子
不
見
蘇
批
孟
子
乎
、
聖
經
賢
傳
、
尚
加
評
讃
、
况
外
史
乎
、
方

今
聖
天
子
撫
綏
懐
柔
、
中
外
輯
睦
、
四
海
一
家
、
英
國
有
英
國
史
、
美
國
有
聯
邦
誌
略
、
日
本
亦
不
可
無
史
乗
、
以
攷
之
可
爲
採
風
問
俗
者
之
助
、

余
遵
其
意
、
同
曺
子
叔
培
衷
心
校
閲
、
勉
力
成
功
、
故
叙
其
縁
起
如
此
、
時
光
緒
四
年
戊
寅
十
月
、
子
琴
錢
懌
識
」。（
前
掲
注
40
『
日
本
外
史
』

銭
子
琴
序
）。

（
42
）　
「『
日
本
外
史
』
在
中
国
的
翻
刻
、
并
由
銭
子
琴
評
閲
、
無
疑
裨
益
于
中
国
人
対
日
本
認
識
的
深
化
。」
趙
建
民
「
論
《
日
本
外
史
》
的
撰
刻
和
在
中

国
的
流
伝
」（『
晴
雨
耕
耘
録
日
本
和
東
亜
研
究
交
流
文
集
』
上
海
人
民
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
四
月
）。

（
43
）　

復
旦
大
学
歴
史
系
編
『
中
華
書
局
与
中
国
近
現
代
文
化
』（
上
海
人
民
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
一
〇
月
）。

（
44
）　

二
〇
一
八
年
三
月
七
日
、
筆
者
は
白
山
市
立
図
書
館
に
出
掛
け
、
図
書
館
長
の
許
可
を
得
て
、
松
本
白
華
文
庫
を
隈
な
く
調
査
し
た
が
、
肝
心
の

「
外
史
翻
刻
計
算
」
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。

（
45
）　
『
信
達
二
郡
村
誌
』（
福
島
市
教
育
委
員
会
、
一
九
八
四
年
三
月
）
に
載
せ
ら
れ
た
中
川
英
右
の
略
伝
に
は
「
雪
堂
翁
、
氏
中
川
、
子
字
英
助
、
後

英
右
ト
改
ム
。
諱
ハ
子
肫
、
字
伯
淵
、
雪
堂
ハ
其
号
ナ
リ
。
父
諱
ハ
富
方
孝
太
ト
称
ス
。
翁
其
長
子
ナ
リ
。
世
々
米
沢
藩
ニ
仕
ヘ
テ
儒
員
タ
リ
。

翁
幼
少
ヨ
リ
家
学
ヲ
修
メ
、
経
史
該
博
、
又
絵
事
ヲ
嗜
ミ
竹
蔭
ト
号
シ
、
善
飲
酔
ヘ
ハ
必
ス
筆
ヲ
呼
ヒ
蘭
竹
ヲ
写
ス
。
豪
放
自
逸
晋
代
七
仙
ノ
風

ア
リ
。（
中
略
）
晩
年
福
島
県
庁
文
書
科
ニ
出
仕
シ
信
達
二
郡
誌
ヲ
編
集
シ
、
福
島
ニ
留
寓
ス
ル
年
ア
リ
。（
中
略
）
明
治
十
九
年
十
一
月
三
日
ヲ

以
テ
最
上
山
形
ニ
於
テ
没
ス
。
享
年
七
十
一
。」（
九
七
頁
）
と
あ
る
。

（
46
）　

拙
稿
「
副
島
種
臣
と
斉
玉
渓
―
明
治
一
〇
年
、
上
海
に
て
―
」（
上
）（
下
）（
書
法
漢
学
研
究
会
編
『
書
法
漢
学
研
究
』
第
一
三
、
一
四
号
、
ア
ー

ト
ラ
イ
フ
社
、
二
〇
一
三
年
七
月
、
二
〇
一
四
年
一
月
）、
前
掲
注
３
「
副
島
種
臣
の
清
国
漫
遊
」。

（
47
）　

故
草
森
紳
一
氏
旧
蔵
写
真
。

（
48
）　

前
掲
注
４
『
副
島
種
臣
全
集
』
第
一
巻
、
二
七
頁
。

（
49
）　
「
留
別
申
江
諸
君
有
作　

六
首
」、
前
掲
注
４
『
副
島
種
臣
全
集
』
第
一
巻
、
三
四
頁
。

（
50
）　

長
尾
直
茂
「
明
治
時
代
の
或
る
文
人
に
と
っ
て
の
中
国
―
明
治
十
一
年
、
吉
嗣
拝
山
の
清
国
渡
航
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
山
形
大
学
紀
要
（
人
文
科
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『
大
倉
山
論
集
』
第
六
十
五
輯
　
平
成
三
十
一
年
三
月

学
）』
第
一
五
巻
第
一
号
、
一
九
～
四
二
頁
、
二
〇
〇
二
年
二
月
）。
長
尾
直
茂
『
吉
嗣
拝
山
年
譜
考
證
』（
勉
誠
社
出
版
、
二
〇
一
五
年
十
一
月
）。

図
14
の
画
像
は
、
筑
紫
野
市
歴
史
博
物
館
よ
り
提
供
を
受
け
た
。

（
51
）　

上
洋
馬
馥
堂
、
光
緒
四
年
（
一
八
七
八
）
刊
。
表
紙
が
『
骨
筆
題
詠　

江
南
游
草　

江
南
游
草
後
』
と
な
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

（
52
）　
『
讀
賣
新
聞
』
明
治
十
二
年
六
月
二
十
日
号
。

（
53
）　

谷
口
鐵
太
郎
編
『
藍
田
谷
口
先
生
全
集
』
巻
四
（
非
売
品
、
一
九
二
五
年
一
二
月
発
行
）、
一
五
～
一
六
葉
。

（
54
）　
『
郷
土
の
書
家
・
画
家　

中
川
南
巌　

中
川
梅
渓
』（
東
浦
町
郷
土
資
料
館
調
査
報
告
第
二
集
、
二
〇
〇
一
年
三
月
）。

（
55
）　

東
浦
町
郷
土
資
料
館
蔵
（
中
川
南
巌
関
係
資
料
目
録
（
南
巌
関
係
資
料
）
二
〇
）。

（
56
）　

た
だ
し
、
副
島
の
詩
の
原
文
は
、「
人
間
万
事
類
囲
棋
、
勝
敗
無
常
怡
可
悲
、
正
是
功
成
名
遂
日
、
況
逢
世
泰
歳
豊
時
、
登
山
渉
水
方
為
得
、
長
嘯

高
歌
猶
恨
遅
、
料
理
家
園
児
輩
在
、
秋
陽
皡
皡
復
何
思
」
と
な
っ
て
い
る
。

（
57
）　

福
田
忠
昭
『
振
遠
隊
』（
非
売
品
、
一
九
一
八
年
一
月
）。

（
58
）　

こ
の
碑
は
現
在
、
西
小
島
二
丁
目
の
仁
田
佐
古
小
学
校
裏
手
に
あ
る
。
碑
文
「
振
遠
隊
戦
士
遺
髪
碑
、
鹿
島
、
谷
口
中
秋
撰
。
長
崎
府
兵
。
曰
振

遠
隊
。
明
治
元
年
。
知
府
澤
公
。
伝　

勅
於
隊
兵
。
従
官
軍
。
征
奥
羽
賊
。
七
月
十
九
日
。
我
兵
一
大
隊
。
乗
蒸
気
船
。
発
長
崎
。
廿
三
日
。
着

羽
州
船
川
。
遂
至
秋
田
城
下
。
謁
総
督
九
条
左
大
臣
。
醍
醐
少
将
。
及
澤
公
受
命
。
左
大
臣
賜
之
旗
章
。
直
進
兵
到
平
鹿
郡
。
戦
於
岩
崎
川
。
戦

最
烈
。
進
陣
於
最
上
口
。
此
時
米
沢
賊
降
。
官
軍
向
越
。
使
我
隊
更
向
南
部
。
戦
于
国
見
坂
。
攻
岩
手
郡
。
南
部
氏
乞
降
。
仍
進
入
盛
岡
城
。
既

而
奥
羽
諸
城
皆
平
。
王
師
凱
旋
。
総
督
府
令
於
我
隊
曰
。
将
挙
為
近
衛
兵
。
且
在
此
待
命
。
於
是
。
為
総
督
府
守
兵
。
是
役
戦
死
者
。
士
官
則
西

知
彰
等
七
人
。
兵
卒
則
峰
宗
之
等
十
人
也
。
箱
館
之
役
。
我
隊
乗
朝
陽
艦
赴
之
。
自
海
上
転
闘
而
進
。
抵
箱
館
。
戦
艦
忽
沈
。
楽
生
二
人
戦
死
焉
。

此
年
十
二
月
廿
六
日
。
於
長
崎
小
島
郷
楠
公
社
側
。
新
築
招
魂
場
。
葬
遺
髪
於
此
。
嗚
呼
。
奥
羽
之
捷
。
雖
由
六
軍
勤
王
之
功
。
蓋
亦
不
可
謂
非

我
隊
戦
死
諸
人
之
力
矣
。
吉
村
元
善
。
曾
在
隊
中
。
与
隊
長
石
田
栄
吉
及
同
志
謀
。
建
石
於
場
中
。
乞
余
記
之
。
元
善
余
門
人
。
現
為
陸
軍
少
尉
。

乃
為
銘
曰
。
為
忠
義
鬼
、
為
勤
王
師
、
死
生
無
愧
、
永
隣
楠
祠
、
岡
高
海
緑
、
魂
乎
安
之
。
明
治
十
二
年
七
月
二
十
六
日
、
江
蘇
、
子
琴
銭
懌
書
」。

（
59
）　
「JA

CA
R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）Ref.B16080036400

、
職
員
並
履
歴
ニ
関
ス
ル
各
庁
往
復
書
／
第
一
巻
（6-1-5-3_001

）（
外
務
省
外
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交
史
料
館
）」。

（
60
）　

前
掲
注
５
『
対
支
回
顧
録
』
下
巻
、
八
六
頁
。

（
61
）　

興
亜
会
に
つ
い
て
は
、『
興
亜
会
報
告
・
亜
細
亜
協
会
報
告
』
全
二
巻
（
不
二
出
版
、
一
九
九
三
年
九
月
）
の
黒
木
彬
文
・
鱒
澤
彰
夫
両
氏
の
解
説

参
照
。

（
62
）　
『
興
亜
会
仮
規
則
』（
一
八
八
〇
年
二
月
）。

（
63
）　
『
興
亜
会
報
告
』
第
六
集
（
一
八
八
〇
年
六
月
二
三
日
刊
）。

（
64
）　

愛
知
県
知
多
郡
東
浦
町
郷
土
資
料
館
所
蔵
。

（
65
）　
『
幕
末
明
治
中
国
見
聞
録
集
成
』
第
二
〇
巻
（
ゆ
ま
に
書
房
、
一
九
九
七
年
一
〇
月
）
三
一
頁
。

（
66
）　

前
掲
注
４
『
副
島
種
臣
全
集
』
第
一
巻
、
二
七
五
、
二
七
六
頁
。

（
67
）　

前
掲
注
４
『
副
島
種
臣
全
集
』
第
一
巻
、
二
〇
七
葉
。

（
68
）　

斉
玉
谿
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注
46
「
副
島
種
臣
と
斉
玉
渓
―
明
治
一
〇
年
、
上
海
に
て
―
」
参
照
。

（
69
）　

東
浦
町
郷
土
資
料
館
蔵
『
冊
子　

南
巌
釣
史
硯
池
余
興
』（
中
川
南
巌
関
係
資
料
目
録
（
南
巌
関
係
資
料
）
五
）。


